
モニタリング

•ベースステーションWebページ（1ページ）
•ハンドセットステータスの表示（73ページ）
•のサイト調査を実施する（73ページ）

ベースステーションWebページ
ベースステーションのWebページを使用して、ベースステーションを構成し、ステータスと
統計情報を取得できます。

すべてのページは、管理者ビューで使用できます。管理者ビューでベースステーションのWeb
ページにアクセスする方法については、管理Webページにログインするを参照してください。

ユーザビューでは、いくつかのページを使用できます。ユーザビューでベースステーションの

Webページにアクセスする方法については、ユーザWebページにサインインするを参照して
ください。

特に指定されていない限り、Webページは管理者ビューにのみ表示されます。

関連トピック

ベースステーションアカウント

ようこそ/ステータスWebページのフィールド
これらは、ベースステーションのウェルカム/ステータスウェブページに表示されるフィール
ドです。このフィールドは読み取り専用です。

ページは、[管理者とユーザビュー]に表示されます。
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表 1 :ようこそ/ステータスWebページのフィールド

説明フィールド

マルチセルモードが有効か無効かを識別します。

マルチセルの情報は、210マルチセルベースステーションに
のみ表示されます。

システム情報（System
Information）

ベースステーションのハードウェアバージョン (IPDECT-Vx)
とタイプ ( DBS-110-3PCまたはDBS-210-3PC)を識別します。

電話タイプ

有効なプロトコルを識別します。システムタイプ（System
Type）

システムによって使用される無線周波数（RF）帯域を識別し
ます。

RF帯域は、機器が設置されている国に固有です。

RFバンド

システムの現在の日付と時刻を識別します。現在のローカル時間

前回の再起動以降の日数、時間、分、秒単位の時間を示しま

す。

操作時刻

ベースステーションの無線固定部品識別（RFPI）を識別する。RFPIアドレス

ベースステーションのMACアドレスを識別します。MACアドレス

ベースステーションに割り当てられた IPアドレスを識別しま
す。

IPアドレス

将来使用するために予約されています。製品構成

ベースステーションで現在動作しているファームウェアのバー

ジョンとファームウェアの日付を示します。

ファームウェアバージョン

ファームウェアアップデートサーバの IPアドレスとサーバ上
のファームウェアパスを識別します。

ファームウェア URL

過去6回の再起動のエントリーを日付、時刻、再起動の種類、
ファームウェアのバージョンといっしょに表示します。

再起動の種類には、通常の再起動、強制再起動、停電、予期

しない再起動があります。

Reboot

現在のステータスを識別します。

•アイドル -アクティブコールなし

•使用中 - 1つ以上のアクティブコール

ベースステーションステータ

ス
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説明フィールド

ベースステーションに設定されている内線番号と内線番号の

ステータスを示します。

• OK -ハンドセットは OKです。

• SIPエラー -ハンドセットに SIP登録エラーがあります。

このベースステーションのSIP
アイデンティティステータス

内線番号Webページのフィールド
これらは、ベースステーションの内線Webページに表示されるフィールドです。

ページは、[管理者とユーザビュー]に表示されます。

このセクションは、ファームウェアリリース 4.7以降に適用されます。ファームウェアリリー
ス V450および V460のページについては、ファームウェアリリース V450および V460の拡張
機能Webページのフィールド（67ページ）を参照してください。

表 2 : [General]セクション

説明目次フィールド

ベースステーションのアクセスコード（AC）
を識別します。

このフィールドは、管理ビューで変更する必

要があります。

4桁の数値コードAC

表 3 :内線番号セクション

説明目次フィールド

ハンドセットのインデックスを識別します。このフィールドは読み

取り専用です。

Idx
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説明目次フィールド

ハンドセットの固有の DECT識別番号である
International Portable Equipment Identity（IPEI）
を示します。

このフィールドは、ターミナルページのハン

ドセットについての詳細情報へのリンクです。

IPEIリンクの下に、ハンドセットと内線番号
のステータスが表示されます。

•ステータス:色付きの点は、次のステータ
スを示しています。

•緑:ハンドセットが登録されていま
す。

赤:ハンドセットが取り外されていま
す。

•内線番号:内線の名前

2回線割り当てられている場合、ハンドセッ
トはリストに 2回表示されます。

このフィールドは読み

取り専用です。

内線番号、情報

このフィールドは、ファームウェアリリース

4.8で新規に追加されています。

色付きの点は、次のステータスを示します。

•緑:ハンドセットが登録されています。

•赤:ハンドセットが取り外されています。

ステータス

このフィールドは、ファームウェアリリース

4.8で新規に追加されています。

内線の名前を示します。

2回線割り当てられている場合、ハンドセッ
トはリストに 2回表示されます。

[内線番号
（Extension）]

ハンドセットが通信する接続済みのベースス

テーションまたはリピーターを指定します。

このフィールドは読み

取り専用です。

場所（Location）

このフィールドは、ファームウェアリリース

4.7で新規に追加されています。

PRN番号とベースステーションの名前を示し
ます。

このフィールドは読み

取り専用です。

端末の位置
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説明目次フィールド

受話器の現在の状態を示します。

•現在の@RPNxx:ハンドセットはベースス
テーションRPNxxに接続されています。

•デタッチされている:ハンドセットが接続
されていません(たとえば、電源が切れて
いるか、登録されていないなど)。

•場所:ハンドセットが特定のベースステー
ションと通信するように設定されていま

すが、接続できません。たとえば、ハン

ドセットの電源が入っていても、ベース

ステーションの電源が切れている場合に

表示されます。

•削除されている:ハンドセットが特定の時
間（通常は 1時間）ベースステーション
に接続されていません。

このフィールドは読み

取り専用です。

端末状態

ハンドセットのモデル番号とファームウェア

のバージョンを識別します。

このフィールドは読み

取り専用です。

ターミナルタイプ、

FW情報
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説明目次フィールド

ファームウェアアップデート（FWU）状態を
示します。

•オフ - swバージョンフィールドが 0に設
定されていることを示します。ファーム

ウェアアップデートページ。

•初期化:更新プロセスが開始されているこ
とを示します。

• X％: ダウンロードの進捗状況を示しま
す。Xは進捗量（0〜100）です。

• X％の確認:使用前にファームウェアの検
証が進行中であることを示します。

•充電の待機:新しいファームウェアをイン
ストールするために、ファームウェアの

ダウンロードが完了し、ハンドセットを

充電器に入れる必要があることを示しま

す。

• Conn.term.wait:リピーターファームウェ
アのアップデートが完了し、リピータの

リセットが進行中であることを示しま

す。

•完了:ファームウェアのアップデートが完
了したことを示します。

•エラー:更新が成功しなかったことを示し
ます。考えられる原因は次のとおりで

す。

•ファイルが見つかりません。

•ファイルが無効です。

このフィールドは読み

取り専用です。

FWU進捗状況

このフィールドは、ファームウェアリリース

4.7で新規に追加されています。

ハンドセットの現在の充電レベルのスナップ

ショットを表示します。

電池残量、RSSI、およびMeasを更新するに

は、IPEIチェックボックスの左にある更新
をクリックします。

このフィールドは読み

取り専用です。

電池残量

モニタリング
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説明目次フィールド

このフィールドは、ファームウェアリリース

4.7で新規に追加されています。

接続されているベースステーションまたはリ

ピーターの受信信号強度インジケータ (RSSI)
のスナップショットを表示します。

電池残量、RSSI、およびMeasを更新するに

は、IPEIチェックボックスの左にある更新
をクリックします。

このフィールドは読み

取り専用です。

RSSI

このフィールドは、ファームウェアリリース

4.7で新規に追加されています。

バッテリおよび RSSI情報がハンドセットか
らキャプチャされてからの時間を分と秒で表

示します。

電池残量、RSSI、およびMeasを更新するに

は、IPEIチェックボックスの左にある更新
をクリックします。

このフィールドは読み

取り専用です。

測定時刻 [分:秒]

拡張Webページのフィールドの追加または編集

これらは、ベースステーションの内線を追加するそして内線の編集ウェブページに表示される

フィールドです。

表 4 :内線Webページのフィールドを追加する

説明目次フィールド

着信呼および発信呼の回線名を示します。文字列

文字の長さが、1～ 7
文字の場合。

回線名

拡張機能の割り当て方法を指定します。

•新しい端末 -新しいハンドセットが設定
されています。

• Terminal Idx x：（Serversページから）既
存のハンドセットのインデックスを識別

します。

2番目の内線番号をハンドセットに割り当
てるときに使用されます。

選択：

•新ターミナル

•ターミナル Idx 1

•ターミナル Idx 2

Terminal

モニタリング
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説明目次フィールド

電話番号を識別します。

拡張機能は、ハンドセットが通話を発信して

受信する前に、SIPサーバ上で設定する必要が
あります。

拡張子は、ハンドセットのメイン画面に表示

されます。

ディジットストリング[内線番号
（Extension）]

コール制御システムでハンドセットに割り当

てられたユーザ名を識別します。

ファームウェアリリース4.7では、名前は最大
128文字までである必要があります。

文字列[認証ユーザ名
（Authentication User
Name）]

コール制御システムでユーザのパスワードを

識別します。

ファームウェアリリース4.7では、名前は最大
128文字までである必要があります。

文字列認証パスワード

（Authentication
Password）

拡張機能に表示する名前を指定します。

この名前は、日付と時刻の直後にメイン画面

に表示されます。

文字列表示名

BroadSoftXSI電話帳のユーザ名を指定します。

ファームウェアリリース4.7では、名前は最大
128文字までである必要があります。

文字列XSIユーザ名

BroadSoft XSI電話帳のパスワードを指定しま
す。

ファームウェアリリース4.7では、名前は最大
128文字までである必要があります。

文字列XSIパスワード

ボイスメールシステムのユーザ名を指定しま

す。

文字列Mailbox Name

ボイスメールシステムにダイヤルする番号を

指定します。この番号は、SIPサーバで有効に
する必要があります。

ディジットストリング

有効な内容は0-9、*、
＃です。

メールボックス番号

（Mailbox Number）

コール制御システムの SIPサーバアドレスを
識別します。

IPアドレスのドロップ
ダウンリスト

サーバ

モニタリング
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説明目次フィールド

コールウェイティングが電話で利用可能かど

うかを識別します。

機能のステータス：

•無効

•有効（デフォル
ト）

コール待機機能

ビジーランプフィールド（BLF）情報に使用
する URLを指定します。

BroadSoft SIPサーバにのみ適用されます。

機能のステータス：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

ブロードワークスビ

ジーランプフィールド

リスト URI

行が共有されているかどうかを示します。

BroadSoft SIPサーバにのみ適用されます。SIP
サーバで有効にする必要があります。

機能のステータス：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

BroadWorks共有コー
ルアピアランス

BroadWorksパッケージが利用可能かどうかを
示します。機能は次のとおりです：妨害しな

いで、転送する（すべて、ビジー、無回答）。

BroadSoft SIPサーバにのみ適用されます。SIP
サーバで有効にする必要があります。

機能のステータス：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

BroadWorks Featureイ
ベントパッケージ

次の点を特定できる

•コールフォワード無条件が利用可能な場
合

•電話機に着信呼が到着したときにダイヤ
ルする番号。

すべての着信への適用

ディジットストリン

グ：

•有効な内容は
0-9、*、＃です。

機能のステータス：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

無条件番号転送

（2フィールド）

モニタリング
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説明目次フィールド

次の点を特定できる

•コール転送の場合、無応答が利用可能で
す。

•着信がハンドセットに着信し、応答され
ないときにダイヤルする番号。

•通話が未応答であるとみなされるまでの
待機時間（秒単位）。

すべての未応答のコールに適用されます。

ディジットストリン

グ：

•有効な内容は
0-9、*、＃です。

機能のステータス：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

秒単位の時間：

•範囲は 0～ 255で
す

•デフォルト90

無応答番号転送

（3フィールド）

次の点を特定できる

•話中転送が利用可能な場合。

•ハンドセットがビジーのときにダイヤル
する番号。ハンドセットにすでに 2つの
コール（1つはアクティブ、もう1つは保
留中）がある場合、そのハンドセットは

ビジーです。

ハンドセットが既存の通話中であるときに適

用されます。

•有効な内容は
0-9、*、＃です。

機能のステータス：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

ビジー番号での転送

（2フィールド）

ハンドセットが発信者 ICを持たない通話を拒
否するかどうかを示します。

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

[非通知着信拒否(Reject
Anonymous Calls)]

発信者 IDなしで電話をかけるようにハンド
セットを設定できるかどうかを示します。

値：

•オフ

•次のコール用にオ
ンにする

•常時稼働

番号を隠す

モニタリング
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説明目次フィールド

ユーザが妨害（DND）モードをオンにできる
かどうかを示します。

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

取り込み中

ターミナルWebページのフィールド

これらは、ベースステーションのターミナルウェブページに表示されたフィールドです。この

画面を表示するには内線ページにあるハンドセットのIPEI番号をクリアします。

ページは、[管理者とユーザビュー]に表示されます。一部のフィールドはユーザビューでは使
用できません。

このセクションは、ファームウェアリリース 4.7に適用されます。ファームウェアリリース
V450およびV460のページについては、ファームウェアリリースV450およびV460の端末Web
ページのフィールド（70ページ）を参照してください。

表 5 :ターミナルWebページのフィールド

説明目次フィールド

ハンドセットの国際携帯機器識別情報（IPEI）
を識別します。各ハンドセットには固有のIPEI
番号があり、その番号はハンドセットバッテ

リの下のラベルとハンドセットボックスのラ

ベルに表示されます。

このフィールドを変更すると、ハンドセット

の登録が解除されます。

10文字列IPEI

ハンドセットとペアになっている端末を識別

します。

値：

•ペアになっていな
い端末

•ハンドセット ID

ターミナルとペアリン

グ

ハンドセットを登録するために使用されたア

クセスコードを識別します。ハンドセット登

録後、このコードは使用されません。

セキュリティを強化するためにシス

テムを設定するときは、これをデ

フォルトから変更することをお勧め

します。

（注）

4桁のコードAC
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説明目次フィールド

アラームコールに使用する回線を指定します。値：

•アラーム行が選択
されていない

•電話番号
（Telephone
number）

アラームライン

ユーザがダイヤルする番号を指定します。緊

急 ボタンを 3秒以上押します。

電話番号アラーム番号

管理者ビューのみ

ダイヤルプランWebページのフィールド（
52ページ）で設定されているダイヤルプラン
のインデックスを識別します。

値：1〜10ダイヤルプラン ID

[内線（Extensions）]

ハンドセットのインデックスを識別します。このフィールドは読み

取り専用です。

VoIP Idx

設定された拡張の名前を識別します。

拡張機能は、ハンドセットが通話を発信して

受信する前に、SIPサーバ上で設定する必要が
あります。

管理者ビューのみ:このフィールドは、拡張の
編集ページのハンドセットの詳細情報へのリ

ンクです。

このフィールドは読み

取り専用です。

[内線番号
（Extension）]

電話番号を識別します。

この情報は、ハンドセットのメイン画面に表

示されます。

このフィールドは読み

取り専用です。

表示名

コール制御システムの SIPサーバアドレスを
識別します。

このフィールドは読み

取り専用です。

サーバ

通話制御システムの名前を識別します。このフィールドは読み

取り専用です。

サーバエイリアス

SIP登録状態を識別します。フィールドが空の
場合、ハンドセットは SIP登録されていませ
ん。

このフィールドは読み

取り専用です。

状態（State）
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説明目次フィールド

ビーコン設定

管理者ビューのみ

将来使用するために予約されています。

受信モード

管理者ビューのみ

将来使用するために予約されています。

送信間隔

Alarm Profiles

管理者ビューのみ

アラームのリストを示します。

プロファイル 0〜7

管理者ビューのみ

特定のプロファイルに対して設定されている

アラームの種類を示します。アラームが設定

されていない場合、フィールドには設定され

ていませんと表示されます。

アラームの名前アラームタイプ

管理者ビューのみ

受話器でアクティブなアラームの種類を識別

します。

チェックボックス（デ

フォルトではチェック

されていない）

[アラームの種類]
チェックボックス

共有コールアピアランスの設定

管理者ビューのみ

拡張機能のインデックス

Idx 1〜8

管理者ビューのみ

共有コールアピアランスをサポートするハン

ドセット回線を識別します。機能をサポート

する回線がない場合は、フィールドに設定さ

れていませんと表示されます。

内線番号[内線番号
（Extension）]

ローカルディレクトリをコンマ区切り値

（CSV）形式でコンピュータから電話機にアッ
プロードするために使用されます。

詳細については、ローカル連絡先を参照して

ください。

ファイル名ローカル電話帳をイン

ポート

モニタリング
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説明目次フィールド

電話機からローカルディレクトリをCSV形式
でコンピュータにエクスポートするために使

用されます。

詳細については、ローカル連絡先を参照して

ください。

ローカル電話帳をエク

スポート

サーバWebページのフィールド
これらはセットアップを開始するとベースステーションのサーバウェブページ、またはサーバ

の追加Webページに表示されるフィールドです。

表 6 :サーバWebページのフィールド

説明目次フィールド

コール制御サーバの短縮名を識別します。文字列サーバエイリアス

SIP対応ルータで SIPメッセージを処理する方法を示しま
す。

• Enabled -システムが REGISTER要求に対する SIP応
答を経由ヘッダー受け取った（たとえば、「Via：SIP
/ 2.0 / UDP 10.1.1.1:4540;受信 68.44.20.1」）、ベースは
受信したパラメータからの IPアドレスにその連絡先
情報を適合させます。ベースは、更新された連絡先情

報を有する別の REGISTER要求を発行する。

•無効 -受信したパラメータは無視されます。

値：

•無効

•有効（デフォルト）

NATの適応

SIPサーバ（呼制御システム）プロキシサーバを識別しま
す。

アドレスのポート番号は任意です。

IPアドレス、DNSアドレス
または URL

Registrar

セッションボーダコントローラまたはSIPサーバのアウト
バウンドプロキシを識別します。

アウトバウンドプロキシをプライベート NATゲートウェ
イのアドレスとポートに設定して、SIPメッセージがNAT
ゲートウェイ経由で送信されるようにします。

IPアドレス、DNSアドレス
または URL

アウトバウンドプロキシ

モニタリング
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説明目次フィールド

外部会議サーバの使用を制御します。

•無効:外部会議サーバが設定されていません。ユーザ
が会議を開始すると、ハンドセットは内部のサード

パーティ会議機能を使用して会議を開始します。

•有効:外部会議サーバが設定されています。ユーザが
会議を開始すると、ハンドセットが会議サーバフィー

ルドで設定された会議サーバ上で会議を開始します。

値

• [無効(Disabled)]（デフォ
ルト）

•有効

会議サーバの有効化

利用可能な場合、サービスプロバイダの会議サーバの IP
アドレスを識別します。

IPアドレス会議サーバ

XSIコールログサーバを示します。

設定されると、ハンドセットは通話記録サーバに通話を記

録します。ブランクのままにすると、ハンドセットはロー

カル通話記録を使用します。

IPアドレスコールログサーバ

有効な SIP登録の時間を秒単位で示し、SIPアカウントの
SIP登録間の最大時間を表します。

60秒未満に設定しないことをお勧めします。（注）

整数

範囲：1-65636

デフォルト：3600

再登録時間

登録が失敗した後に、ハンドセットを再登録するまで待機

する時間を秒単位で指定します。登録の失敗メッセージが

登録の再試行 RSCの場合に使用されます。

整数

範囲: 1 ~ 2147483

デフォルト：30

再試行間隔の登録

登録が失敗した後に、ハンドセットを再登録するまで待機

する時間を秒単位で指定します。登録失敗メッセージが登

録の再試行 RSC以外の場合に使用されます。

このフィールドが0に設定されている場合、ハンドセット
は登録を再試行しません。

このフィールドには、登録再試行間隔の値よりも大きな間

隔を指定する必要があります。

整数

範囲: 1 ~ 2147483

デフォルト：1200

登録再試行間隔の長さ

再試行をトリガーする応答 SIPコード (RSC)を指定しま
す。

最大4つのコンマ区切りの値を設定して、ワイルドカード
文字 (?)を使用できます。たとえば、5??, 6??と入力し
ます。

登録の再試行 RSC

モニタリング
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説明目次フィールド

コールのキープアライブメカニズムを示します。これは、

セッションリフレッシュ信号間の最大時間を指定します。

電話機がコール中で、設定された時間内にセッションリフ

レッシュ信号を送信しない場合、コールは終了します。

無効にすると、セッションタイマーは使用されません。

値

• [無効(Disabled)]（デフォ
ルト）

•有効

SIPセッションタイマー

SIPセッションタイマーの時間の長さを秒単位で示しま
す。

整数

範囲：90-65636

デフォルト：1800

セッションタイマー値

SIP転送のプロトコルを示します。

• UDP: UDPを使用した SIPの使用を強制します。
NAPTRルックアップが成功し、エントリが返された
場合、SIP/UDPエントリのみが使用されます。

• TCP: TCPを介した SIPの使用を強制します。NAPTR
ルックアップが成功し、エントリが返された場合、

SIP/TCPエントリのみが使用されます。

• TLS: TCPを介した TLSの使用を強制します。NAPTR
ルックアップが成功し、エントリが返された場合、

SIPS/TCPエントリのみが使用されます。

•自動: NAPTRルックアップが成功する必要がありま
す。DNS NAPTRルックアップからのエントリの順序
(通常、TLS、TCP、UDP)は、考慮されます。TLS、
TCP、および UDPはすべて受け入れられます。SCTP
は受け入れられません。

値：

• UDP（デフォルト）

• TCP

• TLS

•自動

[SIPトランスポート（SIP
Transport）]

送信元ポートがSIPメッセージで明示的にシグナリングさ
れる必要があるかどうかを示します。

SIPトランスポートが TCPまたは TLSに設定されている
場合は、SIP拡張機能ごとに接続が確立されます。接続の
送信元ポートは TCPスタックによって選択され、ローカ
ル SIPポートパラメータは使用されません。

値：

•無効

•有効（デフォルト）

信号 TCP発信元ポート

TCP / TLS接続の使用方法を示します。

SIP転送に TCPまたは TLSを使用する場合、接続には 2
つの選択肢があります。

•無効 -各ベースステーションには、ハンドセットが共
有する単一の TCL / TLS接続があります。

•有効 -各回線には個別の TCL / TLS接続があります。

値：

• [無効(Disabled)]（デフォ
ルト）

•有効

SIP拡張機能ごとに 1つの
TCP接続を使用する

モニタリング
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説明目次フィールド

RTPストリームが送信されることを示します。

このフィールドは、Cisco IP DECT 210マルチセルベース
ステーションにのみ表示されます。

•無効 - RTPストリームは、ハンドセットに関連付けら
れたベースステーションから送信されます。

•有効 - RTPストリームは SIP登録があるベースステー
ションから送信されます。

シングルベースシステムの場合このフィールドを有効に設

定します

値：

• [無効(Disabled)]（デフォ
ルト）

•有効

自ベースステーションからの
RTP

該当するNAT対応ルータのポートが 30秒間開いているか
どうかを示します。

値：

•無効

•有効（デフォルト）

[Keep Alive]

ハンドセットアイドル画面に内線が表示されているかどう

かを示します。

値：

•無効

•有効（デフォルト）

ハンドセットアイドル画面に

内線番号を表示する

ハンドセットでホールドが動作する方法を示します。

• RFC 3264 - SDPの接続情報部分にはエンドポイントの
IPアドレスが含まれています。方向属性はコンテキス
トに基づいてのみ、recvonlyまたは inactiveです。

• RFC 2543 - SDPの接続情報部分は0.0.0.0に設定され、
direction属性はコンテキストに基づいてのみ送信、
recvonly、または非アクティブになります。

値：

• RFC 3264

• RFC 2543（デフォル
ト）

ホールド行動

着信音がハンドセットによってローカルに生成されるかど

うかを制御します。

•無効 -ハンドセットは着信音を生成しません。

•有効（デフォルト）-ハンドセットは着信音を生成し
ます

値

•無効

•有効（デフォルト）

ローカルリングバックトー

ン（Local Ring Back Tone）

モニタリング
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説明目次フィールド

コールコントロールシステムがハンドセットの着信音を選

択できるかどうかを示します。

•無効（デフォルト）：コール制御システムは着信音を
選択できません。

•有効 -呼制御システムは着信音を選択できます。

値：

• [無効(Disabled)]（デフォ
ルト）

•有効

リモート着信音制御

出席転送中に2番目の通話を保留にするかどうかを示しま
す。

2つの通話があり、1つの通話が保留されている場合、出
席転送を実行することができます。転送ソフトキーが押

されたら、SIP REFER要求が送信される前に、アクティブ
なコールが保持されます。一部の PBXシステムでは、2
回目のコールが保留になることが期待されないため、出席

した転送は失敗します。

•第 2コールを保留 -第 2コールは保留になります。

•第 2コールを保留しない -第 2コールを保留にしませ
ん。

値：

•第 2コールを保留

•第2コールを保留しない

在席転送挙動

着信コールのコーデック優先度を示します。

•無効 -発信側の優先順位を使用します。

•有効 -システムコーデックの優先順位を使用します。

たとえば、有効になっていて、ベースに G722がトップ
コーデックとして存在し、発信側がAlawを上に、G722を
さらにリストダウンしている場合、G722コーデックがコー
ル用に選択されます。

値：

• [無効(Disabled)]（デフォ
ルト）

•有効

独自のコーデック優先度を使

用する

DTMFの処理方法を制御します。

• SIP INFO-DTMFトーンは、音声ストリームと同じレ
イヤーで処理されます。

• RFC 2833-DTMFトーンは、音声ストリームとは異な
るインターネット層のデータパケットで送信されま

す。

• RFC 2833および SIP INFO-DTMFトーンは、同じレイ
ヤーまたは異なるレイヤーで処理されます。

値：

• SIP INFO

• RFC 2833（デフォル
ト）

• RFC 2833および SIP
INFO

DTMFシグナリング

DTMFシグナリングフィールドが RFC 2833に設定されて
いる場合の DTMFペイロードのタイプを示します。

整数

デフォルト：101

DTMFペイロードタイプ

モニタリング
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説明目次フィールド

発信者 IDの発信元に使用される SIP情報が含まれます。値：

• PAI - FROM（デフォル
ト）

•変化前

• ALERT_INFO - PAI -
FROM

発信者 IDソース優先度を削
除する

直接転送を使用できるかどうかを示します。値：

• [無効(Disabled)]（デフォ
ルト）

•有効

ブラインド転送の有効化

ベースステーションがオーディオの圧縮と送信に使用する

コードの優先順位を指定します。コーデックの順序を変更

することができます。

リストに表示するためにOPUSを取得するには、コーデッ
クのリセットをクリックします。

リストを何らかの方法で変更した場合は、この

ページのコーデックをリセットするおよびマル

チセルページの再起動チェーンを押す必要があ

ります。

（注）

ファームウェアリリース 4.7からは、リスト内の最初の 5
つのコーデックのみが使用されます。

値、1つ以上の：

• G711A

• G711U

• G722

• G726

• [G729]

• OPUS

コーデック優先度

コーデックの最大数は、5で
す。

G729の付属書 Bが使用されているかどうかを示します。値：

• [無効(Disabled)]（デフォ
ルト）

•有効

G729 Annex B

RTP Packet Sizeパラメータが使用されているかどうかを示
します。

値：

•無効

•有効（デフォルト）

ptimeを使う
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説明目次フィールド

パケットサイズのネゴシエーション時の優先 RTPパケッ
トサイズを示します。

値：

• 20 ms（デフォルト）

• 40 ms

• 60 ms

• 80 ms

[RTPパケットサイズ（RTP
Packet Size）]

RTCPが使用されているかどうかを示します。値：

•無効

•有効（デフォルト）

RTCP

使用する RTPのタイプを示します。

•有効:呼設定時に SDPプロトコルでネゴシエートされ
たキーを使用して RTPが AES-128で暗号化されてい
るかどうかを示します。

•オプション:システムが SRTPと RTPを送受信できる
ことを示します。

•自動: RTPまたは SRTPを使用するためのメディアの
セキュリティを示します。SRTPが使用中の場合、RTP
はブロックされます。システムが SRTPを使用してい
る場合、通話キャパシティが減少します。

このオプションは、ファームウェアリリース 4.8で追
加されています。

• [無効(Disabled)]（デフォ
ルト）

•有効

•オプション

•自動

セキュアRTP（Secure RTP）

安全な RTPが RTPパケットの認証を使用するかどうかを
示します。

有効にすると、ベースは最大 4つの同時コール
をサポートできます。

（注）

• [無効(Disabled)]（デフォ
ルト）

•有効

セキュアな RTP認証

サポートされている SRTP Crypto Suitesのリストを示しま
す。各デバイスは2つのスイートから始まります。スイー
トの順序を変更することができます。

リストを何らかの方法で変更した場合は、この

ページの暗号スイートをリセットするを押す必

要があります。

（注）

値：

• AES_CM_128_HMAC_SHA1_32

• AES_CM_128_HMAC_SHA1_80

SRTPクリプトスイート
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説明目次フィールド

このフィールドは、ファームウェアリリース 4.8で新規に
追加されています。

メディアセキュリティを制御する

値：

•有効

•無効

メディアセキュリティ

このフィールドは、ファームウェアリリース 4.8で新規に
追加されています。

SIP転送プロトコルが TLSの場合にのみ、メディアのセ
キュリティを制御します。

値：

•有効

•無効

TLSのメディアセキュリティ
のみ

ネットワーク設定Webページのフィールド
これらは、ベースステーションのネットワーク設定のウェブページに表示されます。

表 7 : IP設定セクションのフィールド

説明目次フィールド

デバイスが TCP / IPパラメータを取得する方
法を示します。

• DHCP -アドレスプールから自動的に割り
当てられます。DHCPを使用する場合、
他の IP設定またはオプションは設定でき
ません。

•静的 -手動で設定します。

値：

• DHCP（デフォル
ト）

• Static

DHCP /静的 IP

デバイスの IPv4アドレスを示します。

DHCPが有効になっていない場合にのみ変更
できます。

IPアドレス

デバイスの32ビットサブネットマスクを示し
ます。

DHCPが有効になっていない場合にのみ変更
できます。

サブネットマスク

デフォルトのネットワークルーターまたはゲー

トウェイの IPv4アドレスを示します。

DHCPが有効になっていない場合にのみ変更
できます。

デフォルトゲートウェ

イ
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説明目次フィールド

ドメインネームシステム（DNS）クエリに使
用されるメインサーバの IPv4アドレスを示し
ます。

DHCPを使用しない場合は必須です。

DHCPが有効になっていない場合にのみ変更
できます。

DNSプライマリ（DNS
Primary）

代替 DNSサーバを示します。

DHCPが有効になっていない場合にのみ変更
できます。

DNSセカンダリ (DNS
Secondary）

マルチキャストドメインネームシステム

（MDNS）が使用可能かどうかを示します。

DHCPが有効になっていない場合にのみ変更
できます。

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

MDNS

表 8 : NAT設定セクションのフィールド

説明目次フィールド

NAT（STUN）用の RFC3489セッショントラ
バーサルUDPが使用されているかどうかを示
します。

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

STUNを有効にする

STUNサーバの場所を示します。IPv4アドレスまたは
URL

[STUNサーバ（STUN
Server）]

ベースステーションがNATバインディングか
ら STUNバインドタイムを検出するかどうか
を決定します。

•無効：NATバインディングは使用できま
せん

•有効：NATバインディングを使用できま
す。

値：

•無効

•有効（デフォル
ト）

STUN Bindtime決定
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説明目次フィールド

STUNバインディングの存続期間を識別しま
す。

整数

範囲：0～ 65535

デフォルト：80

STUNバインドタイム
ガード

SIPメッセージで RPORTが使用されているか
どうかを示します。

値:

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

RPORTを有効にしま
す。

NATバインディングを維持するためのサーバ
へのキープアライブメッセージの頻度（秒）

を決定します。

整数

範囲：0～ 65535

デフォルト：90

キープアライブ時間

表 9 : VLAN設定セクションのフィールド

説明目次フィールド

802.1Q VLANを識別します。整数

範囲: 0–4094

デフォルト：0

ID

ユーザの優先順位を定義します。これらの値

は、さまざまなクラスのトラフィック（ボイ

ス、ビデオ、データ）に優先順位を付けるた

めに使用できます。

• 0-ベストエフォート

• 1つの最低優先度

• 7つの最高優先度

整数

範囲：0～ 7

デフォルト：0

ユーザ優先度

VLAN IDがチェーン内のベースステーション
間で自動的に同期するかどうかを示します。

このフィールドは、Cisco IP DECT 210マルチ
セルベースステーションにのみ表示されます。

値：

•無効

•有効（デフォル
ト）

同期

モニタリング

23

モニタリング

ネットワーク設定Webページのフィールド



表 10 : SIP / RTP設定セクションのフィールド

説明目次フィールド

SIPシグナリングポートを示します。

•無効 - Local SIP Portフィールドは、シス
テム内の SIPシグナリングに使用される
送信元ポートを指定します。

•有効：Local SIP Portフィールドは、最初
のユーザエージェント（UA）インスタン
スに使用される送信元ポートを指定しま

す。後続の UAは連続するポートを取得
します。

シングルベースシステムの場合このフィール

ドを有効に設定します

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

異なる SIPポートを使
用する

•ディセーブル - 2つのソースが同じ SSRC
を持つ場合、2番目のソースは破棄されま
す。

•有効 -デバイスはすべてのソースを受け
入れます。

値：

•無効

•有効（デフォル
ト）

RTP衝突検出

新しい構成がロードされたときにベースステー

ションがリブートするかどうかを示します。

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

常にチェック同期で再

起動

アウトバウンドプロキシの使用を示します。

•常に使用 -アウトバウンドプロキシに送
信されたすべてのアウトバウンドコール。

•初期リクエストのみ -最初のSIPリクエス
トにはアウトバウンドプロキシを使用し

ます。

値：

•常に使用（デフォ
ルト）

•初期要求のみ

アウトバウンドプロキ

シモード

フェールオーバーがトリガーされる前に、SIP
サーバからの INVITEメッセージからの応答
を待つ時間を示します。

整数

デフォルト：5

フェールオーバー SIP
タイマー B

フェイルオーバーがトリガーされる前に、SIP
サーバからの非 INVITEメッセージからの応
答を待つ時間を示します。

整数

デフォルト：5

フェールオーバー SIP
タイマー F
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説明目次フィールド

フェールオーバー中にプライマリサーバを特

定するためのベースステーションからのクエ

リ間の遅延を秒単位で制御します。

このフィールドは、ファームウェアリリース

4.7で新規に追加されています。

整数

デフォルト：60

フェールオーバー再接

続タイマー

SIPシグナリング送信元ポートを示します。整数

範囲：0～ 65535

デフォルト：5060

ローカルSIPポート

IPレイヤのType of Service（ToS;サービスタイ
プ）バイトに基づいて、コール制御シグナリ

ングトラフィックのプライオリティを示しま

す。ToSは、パケットベースのネットワーク
における Serviec（QoS）の品質と同じです。

整数

範囲：0～ 65535

デフォルト：0x68

SIP ToS / QoS

RTPオーディオストリーミングに使用する最
初の RTPポートを示します。

整数

範囲：0～ 65535

デフォルト：16384

RTPポート

RTPオーディオストリーミングに使用するポー
ト数を示します。

整数

範囲：0～ 65535

デフォルト：40

RTPポート範囲

IP層の ToSバイトに基づいて、RTPトラ
フィックの優先順位を示します。詳細につい

ては、RFC 1349を参照してください。

•ビット 7-5は優先順位を定義する

•ビット 4-2は ToSを定義する

•ビット 1〜0は無視されます。

コストビットはサポートされていま

せん。

（注）

整数

範囲：0～ 65535

デフォルト：0xB8

RTP ToS / QoS

コールが匿名で行われた場合に拒否されるべ

きかどうかを示します。

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

[非通知着信拒否(Reject
Anonymous Calls)]
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表 11 : DHCPオプションセクションのフィールド

説明目次フィールド

ベースが自動的にDHCPオプション66でPBX
IPアドレスを受信するかどうかを示します。

値：

•無効

•有効（デフォル
ト）

プラグアンドプレイ

表 12 : TCPオプションセクションのフィールド

説明目次フィールド

クライアントが TCP接続でキープアライブ
メッセージを送信するまでに待機する時間の

長さ（秒単位）を指定します。

整数

範囲：0～ 65535

デフォルト：120

TCPのキープアライ
ブ間隔（TCP keep alive
interval）

表 13 :検出セクションフィールド

説明目次フィールド

ベースでのCisco Discovery Protocol (CDP)の使
用を制御します。CDPの詳細については、ネッ
トワークプロトコルを参照してください。

•無効:ベースステーションはCDPメッセー
ジを送信しません。

•有効:ベースステーションがCDPメッセー
ジを送信します。

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

CDP送信

デバイスがCDPメッセージ間を待機する時間
(秒単位)を識別します。

整数

範囲：1～ 255

デフォルト：60

CDP送信遅延

管理設定Webページのフィールド
これらは、ベースステーションの管理設定基地局のウェブページに表示されるフィールドで

す。
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表 14 :管理設定Webページのフィールド

説明目次フィールド

ベースステーションの名前を示します。1〜35文字ベースステーション名

表 15 :設定セクションのフィールド

説明目次フィールド

設定ファイルとセントラルディレクトリに割

り当てられた転送プロトコルを示します。

値：

• TFTP（デフォル
ト）

• HTTP

• HTTPS

管理転送プロトコル

構成サーバ上の構成ファイルの場所を示しま

す。

このフィールドは、スラッシュ（/）またはバッ
クスラッシュ（\）で始まらなければなりませ
ん。

このフィールドは、管理転送プロトコルが

HTTPまたは HTTPSに設定されている場合に
のみ使用できます。

フォルダまたはパスHTTP管理アップロー
ドスクリプト

構成サーバへのアクセスのためのユーザ名を

示します。

このフィールドは、管理転送プロトコルが

HTTPまたは HTTPSに設定されている場合に
のみ使用できます。

8文字の文字列HTTP管理ユーザ名

構成サーバへのアクセスのためのパスワード

を示します。

このフィールドは、管理転送プロトコルが

HTTPまたは HTTPSに設定されている場合に
のみ使用できます。

8文字の文字列HTTP管理パスワード

ベースステーションのリセットボタンを使用

できるかどうかを示します。無効に設定する

と、リセットボタンが押されても何も起こり

ません。

値：

•無効

•有効（デフォル
ト）

工場出荷時設定ボタン
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表 16 :テキストメッセージングセクションのフィールド

説明目次フィールド

ユーザがテキストメッセージをサポートする

他のデバイスにテキストメッセージを送信で

きるかどうかを示します。

•無効：ユーザはテキストメッセージを送
信できません。

•有効：ユーザは誰にでもテキストメッセー
ジを送信できます。これには、この領域

の残りのフィールドを設定する必要があ

ります。

•サーバなしで有効：ユーザは、システム
の他のメンバーにのみテキストメッセー

ジを送信できます。

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

•サーバなしで有効
にする

テキストメッセージン

グ

メッセージングとアラームサーバの IPアドレ
スまたはURLを示します。ユーザがシステム
外のユーザとテキストメッセージを交換でき

るようにアドレスを設定します。

このフィールドを空白のままにすると、ユー

ザはシステム内でのみ通信できます。

IPアドレスまたは
URL

テキストメッセージ

＆amp;アラームサーバ

メッセージに使用されるメッセージングおよ

びアラームサーバポートを示します。ユーザ

がシステム外のユーザとテキストメッセージ

を交換できるようにポートを設定します。こ

のフィールドの値は、メッセージサーバによっ

て異なります。

このフィールドを空白のままにすると、ユー

ザはシステム内でのみ通信できます。

デフォルト：1300テキストメッセージン

グポート

キープアライブメッセージの頻度を分単位で

示します。

範囲：0～ 65535

デフォルト：30

テキスト・メッセー

ジ・キープ・アライブ

（m）

システムがメッセージサーバから応答を受信

しない場合のタイムアウトを示します。この

フィールドは秒単位です。

範囲：0～ 65535

デフォルト：30

テキスト・メッセー

ジ・レスポンス
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説明目次フィールド

テキストメッセージの生存時間（TTL）を秒
単位で示します。設定されている場合、設定

された時間だけメッセージが表示されます。

その後、メッセージは自動的に削除されます。

デフォルトの 0は、メッセージが期限切れで
ないことを意味します。

範囲：0～ 65535

デフォルト：0

テキストメッセージン

グ TTL

表 17 :端末セクションのフィールド

説明目次フィールド

自動緊急通知メッセージをサーバに送信する

前にハンドセットが待機する時間を分単位で

示します。

0に設定すると、ハンドセットは通知を送信し
ません。

整数

デフォルト：0

[キープアライブ
（Keep Alive）]（m）

ハンドセットが自動緊急通知を停止する必要

があるかどうかを示します。

•無効：受話器は通知を停止しません。

•有効：自動停止アラーム遅延に設定され
た秒数が経過すると、ハンドセットは通

知を停止します。

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

自動停止アラーム

ハンドセットが自動緊急通知を停止するまで

の時間（秒）を示します。

整数

デフォルト：30

自動停止アラーム遅延
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表 18 :構成セクションのフィールド

説明目次フィールド

ベースステーションの設定ファイルのタイプ

を示します。

•無効:ファイルは必要ありません。

•ベース特定ファイル：ベースステーショ
ンは、このフォーマットのファイル名が

必要です。

<mac address>.cfg

•マルチセル固有のファイル：ベースステー
ションは、この形式でファイル名を要求

します。

＆lt;チェーン ID> .cfg

•ベースおよびマルチセル固有ファイル：
ベースステーションは、次のフォーマッ

トのファイル名が必要です。

• <mac address>.cfg

•＆lt;チェーン ID> .cfg

値：

•無効

•ベース特定ファイ
ル（デフォルト）

•マルチセル固有の
ファイル

•ベースおよびマル
チセル固有のファ

イル

コンフィギュレーショ

ンファイルのダウン

ロード

ベースステーションに構成ファイルを提供す

るサーバまたはデバイスを識別します。

IPアドレスまたは
URL

構成サーバのアドレス

基本構成ファイル名を指定します。ベース特定ファイル

マルチセルシステムの構成ファイルを指定し

ます。ファイル名はチェーン IDです。

このフィールドは、210マルチセルベースス
テーションにのみ表示されます。

マルチセル固有のファ

イル

自動同期のための新しい構成ファイルを探す

機能を制御します。

•無効 -自動同期なし

•有効 -自動同期を有効にしました。

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

自動再同期ポーリング

ベースステーションが設定ファイルを再同期

するのにかかる時間（24時間制）を示します。

このフィールドは、自動再同期ポーリングが

有効になっている場合に使用できます。

hh:mm

デフォルト：00:00

最大：23:59

再同期時間
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説明目次フィールド

再同期操作の間の日数を示します。

このフィールドは、自動再同期ポーリングが

有効になっている場合に使用できます。

最小：0秒

最大：364

自動再同期の日数

再同期時間を分単位で示します。

このフィールドは、自動再同期ポーリングが

有効になっている場合に使用できます。

最小：0秒

最大：65535

自動再同期定期 (分)

時間遅延を秒単位で示します。同時に新しい

設定ファイルを要求しないように、各ベース

ステーションに異なる遅延時間を設定します。

このフィールドは、自動再同期ポーリングが

有効になっている場合に使用できます。

デフォルト：15

最小：0秒

最大：1439

自動再同期最大遅延

構成サーバを識別します。DHCP制御の構成サー
バ

DHCPオプションの優先順位を指定します。デフォルト：
66,160,159,150,60

DHCPオプションの優
先順位

表 19 : Syslog / SIPログセクションのフィールド

説明目次フィールド

低レベルの SIPデバッグメッセージをサーバ
に保存するかどうかを示します。SIPログは
ファイル形式で保存されます。

<MAC_address><Time_stamp>SIP.log

値

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

SIPログのアップロー
ド
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説明目次フィールド

syslogサーバに保存されるシステムレベルの
ログメッセージのレベルを指定します。

•オフ -保存されたメッセージはありませ
ん。

•通常動作 -通常のメッセージ：操作イベ
ント、着信コール、発信コール、ハンド

セット登録、DECTロケーション、ビジー
状態の重大なシステムエラーによるコー

ルの損失、および一般的なシステム情報

•システム分析 -ハンドセットのローミン
グ、ハンドセットファームウェアの更新

ステータスのログを取得します。システ

ム分析レベルには、通常の操作からのメッ

セージも含まれます。

•デバッグ -デバッグの問題をログに記録
します。

通常の操作中はデバッグログを

有効にしないでください。これ

らのログにより、システムが減

速する可能性があります。

（注）

値

•オフ

•通常の動作（デ
フォルト）

•システム分析

• [デバッグ(Debug)]

Syslogレベル

TLS 1.2のセキュリティを制御します。

•無効：システムは TLS 1.2を使用しませ
ん。

•有効：システムはTLS 1.2を使用します。

値

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

TLSセキュリティ

Syslogサーバの IPアドレスを示します。IPアドレスまたは
URL

SyslogサーバのIPアド
レス

Syslogサーバのポートを示します。0-xx

デフォルト：514。

Syslogサーバとポート

表 20 :緊急番号セクションのフィールド

説明目次フィールド

利用可能な緊急番号を示します。数字のリスト

プロミスカスモードセクションは、ファームウェアリリース 4.8で新しく追加されています。
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表 21 :プロミスカスモードセクションフィールド

説明目次フィールド

プロミスカスモードでのベースステーション

の時刻を示します。

証明書番号有効 (分)

ハンドセットの登録を解除するための残り時

間を示します。

このフィールドは読み

取り専用です。

プロミスカスモード

モードのタイムアウト

複数ページンググループパラメータセクションは、ファームウェアリリース 4.8で新しく追加
されています。

表 22 :複数のページンググループパラメータ

説明目次フィールド

詳細については、ページングの設定を参照し

てください。

最大 128文字のストリ
ング

グループ 1-3ページン
グスクリプト

ファームウェアアップデートWebページのフィールド
これらは、ベースステーションのファームウェアアップデートウェブページに表示されるフィー

ルドです。

最初にベースステーションをアップデートし、次にベースステーションのアップデートが完了

した後にハンドセットをアップデートすることをお勧めします。

（注）

表 23 :ファームウェアアップデートWebページのフィールド

説明目次フィールド

アップデートサーバの場所（TFTPサーバアド
レス）を示します。

IPアドレスまたは
URL

ファームウェアアップ

デートサーバのアドレ

ス

ファームウェア更新ファイルが格納されてい

る更新サーバ上のパスを示します。

たとえば、このフィールドをシスコに設定し

ます。

文字列ファームウェアパス
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説明目次フィールド

ハードウェアを示します。

ベースステーションの更新:ベースステーショ
ンを更新するのに表示されます。

6825: 6825ハンドセットが設定されているとき
に表示されます。

6823: 6823ハンドセットが設定されているとき
に表示されます。

RPT-110-3PC: 110リピーターが設定されてい
るときに表示されます。

ベースステーションを

更新する

6825

6823

RPT-110-3PC

タイプ

更新するファームウェアのバージョンを示し

ます。フィールドにゼロ（0）が含まれる場
合、ファームウェアのアップグレードは無効

になります。

このフィールドを更新すると、バージョン番

号に先行ゼロは必要ありません。つまり、バー

ジョンが「v0445」である場合、あなたはバー
ジョンを 445として入力できます。

8文字の文字列必要なバージョン

ファームウェアのブランチを示します。

このフィールドを更新すると、ブランチに先

行ゼロは必要ありません。つまり、ブランチ

が「b003」である場合、あなたはバージョン
を 3と入力できます。

8文字の文字列必要なブランチ

カントリーウェブページのフィールド

これらは、ベースステーションの国/時間の設定ウェブページに表示されるフィールドです。

表 24 :国/時間設定Webページのフィールド

説明目次フィールド

ベースステーションが位置する国を識別しま

す。

国のリスト国を選択

ベースステーションが位置する状態または領

域を識別する。

選択された国に基づ

く、州または地域のリ

スト。

都道府県

設定に関するメモを含みます。テキスト注
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説明目次フィールド

ベースステーションのWebページの言語を示
します。

言語のリスト言語を選択

定義されているタイムサービスが表示されま

す。

テキストタイムサービス

ネットワークタイムサーバのDNS名または IP
アドレスを指定します。

IPv4アドレスのみがサポートされて
います

（注）

テキストTime Server

すべてのデバイスでタイムサーバを使用する

かどうかを指定します。

チェックボックス

（Check box）

デフォルト：チェック

済み

ブロードキャストNTP
を許可する

ベースステーションがその時間（時間単位）

を時間サーバと同期させる頻度を識別します。

整数（1-24）

デフォルト：24

更新時間 (h)

ベースステーションが、この画面の国および

州/地域フィールドのタイムゾーン設定を使用
していることを示します。

このボックスをオンにすると、このテーブル

の他のフィールドの一部を更新することはで

きません。

チェックボックス

（Check box）

デフォルト：チェック

済み

国/地域別にタイムゾー
ンを設定する

GMTまたは UTC形式のタイムゾーンを示し
ます。

最小：-12：00

最大：+13：00

0または hh：mmタイムゾーン

州または地域の夏時間（DST）を使用できる
かどうかを示します。

チェックボックス

（Check box）

デフォルト：チェック

済み

国/地域別に DSTを設
定する
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説明目次フィールド

DSTの設定方法を示します。

•自動：国に関連する設定を使用します。

•有効残りのDSTフィールドを設定する必
要があります。

•無効：DSTは必要ありません。

値

•自動（デフォル
ト）

•無効

•有効

夏時間(DST)

DSTの管理方法を指定します。

•月と曜日を使用：DSTは特定の月と曜日
に開始します。DSTが毎年異なる日付で
開始する場合は、これを使用します。

•月と日付を使用する：DSTは特定の月と
日に開始されます。DSTが毎月同じ日に
開始される場合は、これを使用します。

値：

•月と曜日を使用す
る

•月と日付を使用す
る

日によって固定された
DST

DSTが開始する月を示します。月のリストDST開始月

DSTが開始する特定の曜日を示します。0に
設定すると、DST Start Day of Weekエントリ
が使用されます。

整数 0-31DST開始日

DSTが開始される時間を示します。整数 0–23DST開始時間

DSTが開始する曜日を示します。平日DST開始日

DSTが開始する月の日を示します。

•最初の月：DSTは月の最初のDST開始日
に開始します。

•月末：DSTは月の最後のDST開始日に開
始します。

•月に 2番目の：DSTは月の2番目の DST
開始日に開始します。

• 2番目の月末：DSTは月の2番目の DST
開始日に開始します。

•月に 3番目：DST月のは 3番目のDST開
始日に開始します。

値：

•月の最初

•月の最後

•月の2番目

•月の最後から 2番
目

•月の 3番目

月の DST開始曜日

DSTが停止する月を示します。月のリストDSTの停止月
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説明目次フィールド

DSTが開始する特定の曜日を示します。0に
設定すると、DST Stop Day of Weekエントリ
が使用されます。

整数 0-31DST停止日

DSTが停止する時間を示します。整数 0–23DST停止時間

DSTが停止する曜日を示します。平日DSTの停止日

DSTが停止する月の日を示します。

•月の初め：DSTは月の最初のDSTの停止
日で停止します。

•月の最後：DSTは月の最後のDSTの停止
日で停止します。

•月の最初から2番目：DSTは今月の2回目
の DSTの停止日に停止します。

• 2番目の月末：DSTは 2番目に最後に停
止します DSTの停止日今月の。

•月の最初から3番目：DSTは月の 3番目
の DSTの停止日に停止します。

値：

•月の最初

•月の最後

•月の2番目

•月の最後から 2番
目

•月の 3番目

月の最後のDSTの停止
日

セキュリティWebページのフィールド
これらは、ベースステーションのセキュリティウェブページに表示されるフィールドです。

表 25 :デバイス IDセクションのフィールド

説明目次フィールド

証明書のインデックスを示します。Idx

証明書の認証局（CA）の名前を示します。こ
の名前は証明書ファイルの一部です。

文字列発行先

証明書が作成される組織または会社を示しま

す。この名前は証明書ファイルの一部です。

文字列発行元

証明書の期限が切れる日を示します。この日

付は証明書ファイルの一部です。

mm/dd hh:mm:ss yyyy有効期限の終了（Valid
Until）

インポートされたファイルのファイル名を表

示します。

文字列証明書とキーペア

ファイルのインポー

ト：ファイル名
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表 26 :信頼できるサーバ証明書セクションのフィールド

説明目次フィールド

証明書のインデックスを示します。Idx

証明書の CAの名前を示します。この名前は
証明書ファイルの一部です。

文字列発行先

証明書が作成される組織または会社を示しま

す。この名前は証明書ファイルの一部です。

文字列発行元

証明書の期限が切れる日を示します。この日

付は証明書ファイルの一部です。

mm/dd hh:mm:ss yyyy有効期限の終了（Valid
Until）

インポートされたファイルのファイル名を表

示します。

信頼できる証明書をイ

ンポートする：ファイ

ル名

表 27 :信頼できるルートサーバ証明書セクションのフィールド

説明目次フィールド

証明書のインデックスを示します。Idx

証明書の CAの名前を示します。この名前は
証明書ファイルの一部です。

文字列発行先

証明書が作成される組織または会社を示しま

す。この名前は証明書ファイルの一部です。

文字列発行元

証明書の期限が切れる日を示します。この日

付は証明書ファイルの一部です。

mm/dd hh:mm:ss yyyy有効期限の終了（Valid
Until）

インポートするルート証明書の名前を示しま

す。

信頼できるルート証明

書をインポートする：

ファイル名

•無効:サーバからすべての証明書を受け入
れます。

•有効:サーバからの証明書を検証し、シス
テムにロードします。一致する証明書が

見つからない場合、TLS接続は失敗しま
す。

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

信頼できる証明書のみ

使用

[Webパスワード制約]セクションは、ファームウェアリリース 4.8で新しく追加されていま
す。
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表 28 : Webパスワード制約セクションのフィールド

説明目次フィールド

パスワードの最小長。最小長は 1文字で、最
大長は 127文字です。

デフォルト値: 4最小長：1

パスワードでの ASCII文字の使用方法を定義
します。

•はい:パスワードに大文字、小文字、およ
び特殊文字を含めることができます。詳

細については、サポートされる文字を参

照してください。パスワードにスペース

文字を含めることはできません

•いいえ:パスワードには unicode文字を含
めることができます。

値：

•はい

•不可

ASCII文字のみ

表 29 :パスワードセクションのフィールド

説明目次フィールド

管理ユーザ名（admin）を示します。最大 15文字のストリ
ング

ユーザ名

現在のパスワードを入力して、パスワードの

変更を承認します。

最大 15文字のストリ
ング

現在のパスワード

有効な文字は：

• 0–9

• a–z, A–Z

• @ / | < > - _ : . ? * + #

最大 15文字のストリ
ング

新しいパスワード

このフィールドと前のフィールドは一致する

必要があります。

最大 15文字のストリ
ング

[パスワードの確認
（Confirm Password）]

表 30 :セキュアなWebサーバセクションのフィールド

説明目次フィールド

Webサーバのセキュリティの種類を示します。

•無効：HTTPまたは HTTPSを使用できま
す。

•有効：HTTPSのみを使用します。

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

HTTPS
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中央ディレクトリWebページのフィールド
これらは、ベースステーションの中央ディレクトリウェブページに表示されるフィールドで

す。ロケーションフィールドは、表示される残りのフィールドを決定します。

表 31 :中央ディレクトリWebページのフィールド

説明目次フィールド

中央ディレクトリのタイプを識別します。

•ローカル -インポートされたコンマ区切
り値（CSV）ファイルが使用されること
を示します。「ローカルローカルディレ

クトリ」を見ます。

• LDAPサーバ - LDAPディレクトリが使用
されていることを示します。以下の「

LDAPディレクトリ」を見ます。

• XMLサーバ - XMLディレクトリが使用
されていることを示します。（例:
BroadSoftディレクトリ）以下の「 XML
ディレクトリ」を見ます。

このフィールドを変更すると画面が

更新され、ディレクトリの種類に基

づいて異なるフィールドが表示され

ます。

（注）

値：

• [ローカル]

• [LDAP Server]

• XMLサーバー

場所（Location）

ローカルディレクトリ

表 32 :ローカルディレクトリフィールド

説明目次フィールド

ディレクトリを含むサーバを識別します。IPアドレスまたは
URL

サーバ

サーバ上のディレクトリファイルの名前を指

定します。

ファイル名
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説明目次フィールド

ベースステーションが電話帳の内容を数秒で

リフレッシュする頻度を制御します。フィー

ルドが 0に設定されていると、リフレッシュ
は発生しません。

ユーザには十分な頻度であるが、ベースステー

ションに過負荷がかかる頻度はあまり高くな

い時間を指定します。

0–xx電話帳のリロード間隔

表 33 :セントラルディレクトリセクションのフィールドをインポートします

説明コンテンツ(Content)フィールド

インポートされたセントラルディレクトリの

名前を表示します。

文字列ファイル名

LDAPディレクトリ

表 34 : LDAPセントラルディレクトリフィールド

説明コンテンツ(Content)フィールド

ディレクトリファイルを含むサーバを識別し

ます。

IPアドレスまたは
URL

サーバ

TLS 1.2のセキュリティを識別します。

•無効：システムは LDAPサーバにアクセ
スするときに TLS 1.2を使用しません。

•有効：システムは LDAPサーバにアクセ
スするときに TLS 1.2を使用します。

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

TLSセキュリティ

LDAP接続用に開いているサーバのポート番
号を指定します。

Port（ポート）

検索基準を指定します。

例：CN =ユーザ、DC =番号、DC = loc

Sbase
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説明コンテンツ(Content)フィールド

検索フィルタを指定します。

例：フィールドがに設定されている場合（|
（givenName = *）（sn = *））システム
は、LDAPサーバからのエントリーを要求す
るときにこのフィルターを使用します。％は、
検索操作中にユーザが入力した内容で置き換

えられます。したがって、ユーザが「 J」検
索条件の場合、サーバに送信される文字列は

次のようになります。（|（givenName = J
*）（sn = J *））サーバは、文字で始まる
指定された名前または姓の一致を送信します

「 J」.

LDAPフィルタ

電話機がサーバに接続するときに使用される

ユーザ名を識別します。

バインド（Bind）

LDAPサーバのパスワードが含まれます。パスワード

バーチャルリストの検索が可能かどうかを制

御します。

•無効：すべての検索結果が読み込まれま
す。

•有効：一度に読み込まれる連絡先は25個
だけです。

値：

•無効

•有効（デフォル
ト）

バーチャルリスト

表 35 :端末 ID

説明コンテンツ(Content)フィールド

指定された名前の一般名または姓が LDAP検
索結果で返されるかどうかを示します。

値：

• cn

• Sn + givenName

名前（Name）

ハンドセットの作業番号にマップされるLDAP
の作業番号の属性を示します。

デフォルト:
telephoneNumber

勤務先（Work）

ハンドセットのホーム番号にマップされる

LDAPのホーム番号の属性を示します。
デフォルト: homePhoneホーム

ハンドセットの携帯電話番号にマップされる

LDAPの携帯電話番号の属性を示します。
デフォルト: mobileモバイル
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XMLサーバー

表 36 : XMLセントラルディレクトリフィールド

説明コンテンツ(Content)フィールド

XMLサーバを識別します。文字列サーバ

表 37 : XML中央ディレクトリ：ディレクトリ名のフィールド

説明コンテンツ(Content)フィールド

Enterprise文字列を別のラベルに変更すること
を許可します。たとえば、このフィールドを

「会社」に設定すると、ハンドセットには「企

業（Enterprise）」の代わりに「会社
（Company）」が表示されます。

チェックボックスをオンにすると、中央ディ

レクトリページにディレクトリが表示されま

す。

文字列とチェックボッ

クス

エンタープライズ

EnterpriseCommon文字列を別のラベルに変更
することを許可します。

チェックボックスをオンにすると、中央ディ

レクトリページにディレクトリが表示されま

す。

文字列とチェックボッ

クス

EnterpriseCommon

グループ文字列を別のラベルに変更できるよ

うにします。たとえば、このフィールドを「部

門」に設定すると、ハンドセットには「グルー

プ（Group）」の代わりに「部門
（Department）」が表示されます。

チェックボックスをオンにすると、中央ディ

レクトリページにディレクトリが表示されま

す。

文字列とチェックボッ

クス

グループ

GroupCommon文字列を別のラベルに変更でき
るようにします。

チェックボックスをオンにすると、中央ディ

レクトリページにディレクトリが表示されま

す。

文字列とチェックボッ

クス

GroupCommon
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説明コンテンツ(Content)フィールド

個人用文字列を別のラベルに変更できるよう

にします。たとえば、このフィールドを「ホー

ム（Home）」に設定すると、ハンドセットに
は「個人（Personal）」の代わりに「ホーム
（Home）」が表示されます。

チェックボックスをオンにすると、中央ディ

レクトリページにディレクトリが表示されま

す。

文字列とチェックボッ

クス

個人

マルチセルWebページのフィールド
これらは、ベースステーションのマルチセルウェブページに表示されるフィールドです。

このページは、210マルチセルベースステーションにのみ表示されます。

表 38 :複数セルステータスセクションのフィールド

説明フィールド

マルチセル構成におけるベースステーションの現在の状態を

示す。

システム情報（System
Information）

ベースステーションへの最後のコミュニケータの IPアドレス
を示します。

IPから受信した最後のパック

表 39 :このユニットセクションのフィールドの設定

説明目次フィールド

ベースステーションがマルチセル構成の一部

であるかどうかを示します。

このフィールドを変更する場合は、保存して

再起動します。

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

マルチセルシステム

マルチセルチェーンを識別します。チェーン

内の各ベースステーションは同じ IDを使用し
ます。

内線番号に似たチェーン IDは使用
しないことをお勧めします。

（注）

512 (デフォルト)

最大 5桁

システムチェーン ID
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説明目次フィールド

チェーン内のベースステーションによる同期

要求の間隔を秒単位で示します。

値：

• 30

• 60（デフォルト）

• 90

• 120

• 150

• 180

• 240

• 270

• 300

同期の所要時間 (s)

データ同期のタイプを示します。

•マルチキャスト -コール制御システムで
マルチキャスト/ IGMPを有効にする必要
があります。

•使用されるマルチキャストポートの
範囲と IPアドレスは、チェーン ID
から計算されます。

•マルチキャスト機能は、ポート範囲：
49200〜49999を使用します

•マルチキャスト機能の IP範囲：
224.1.0.0〜225.1.0.0

•マルチキャスト UDP

•ピアツーピア:ネットワークでマルチキャ
ストが許可されていない場合にこのモー

ドを使用します。LAN同期のWebページ
フィールド（49ページ）を参照してくだ
さい。

値：

•マルチキャスト
（デフォルト）

•ピアツーピア

データ同期
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説明目次フィールド

ベースステーションのデータ同期 IPアドレス
を示します。

マルチキャストを使用すると、このベース IP
が自動的に選択されます。

データ同期機能は、ポート範囲 49200〜49999
を使用します

ピアツーピアモードを使用して、

データ同期ソースに使用されるベー

スの IPを定義しなければなりませ
ん。

（注）

V306より下のバージョンでピアツー
ピアモードを使用すると、システム

の自動復旧機能が制限されます。ピ

アツーピアモードでは、データ同期

ソースの自動回復はありません。

（注）

IPアドレスプライマリデータ同期
IP

マルチセルデバッグ情報のレベルがログに保

存されていることを示します。

• None (デフォルト)—No d
•データ同期 -特別な問題をデバッグする
ために送受信されたすべてのパケットの

ヘッダー情報を書き込みます。

この設定では多くのログが生成

されるため、デバッグ時に短時

間使用してください。

（注）

•自動ツリー -自動ツリー構成機能に関連
する状態とデータを書き込みます。

•両方ともデータ同期と自動ツリーが有効
になっています。

この設定では多くのログが生成

されるため、デバッグ時に短時

間使用してください。

（注）

値：

•なし（デフォル
ト）

•データ同期

•自動ツリー

•両方

マルチセルデバッグ

マルチセルシステムフィールドを有効に設定し、ベースステーションを再起動すると、メッ

セージがページに表示されます。
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表 40 : DECTシステム設定

説明目次フィールド

すべてのベースステーションがマルチセルシ

ステムに使用する無線 IDを表示します。
RFPIシステム

マルチセルシステムの同期機能を制御します。

•無効：オリジナルの場合。プライマリベー
スステーションに到達できない場合、シ

ステムは同期するプライマリなしで継続

します。

•有効：元のプライマリベースステーショ
ンに到達できない場合、別のベースステー

ションがプライマリベースステーション

として引き継ぎます。

値

•無効

•有効（デフォル
ト）

自動構成 DECT同期
ソースツリー

複数の場所にシステムをセットアップできま

す。

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

複数プライマリを許可

する

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

複数のプライマリを自

動作成する

表 41 :ベースステーションの設定

説明目次フィールド

分散ロード前の SIPア
カウントの数

値

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

アカウントごとに複数

の登録をサポートする
SIP Server

システムの組み合わせ

（ベースステーション/
リピータ/基地局の数
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表 42 :ベースステーショングループ

説明目次フィールド

読み取り専用インデックス番号ID

ベースステーションの無線固定部品番号

（RPN）を示します。各ベースステーション
RPNは固有である。

RPN

ファームウェアのバージョンを示します。バージョン

ベースステーションのMACアドレスが含まれ
ます。

MACアドレス

ベースステーションの IPアドレスが含まれま
す。

IPアドレス

ベースステーションの状態を示します。

•接続済：ベースステーションがオンライ
ンです。

•接続損失：ベースステーションがネット
ワーク上にない

•このユニット：情報を表示しているベー
スステーション。

値：

•接続中

•接続の損失

•このユニット

[IPステータス（IP
Status）]

マルチセルチェーンに関する情報が含まれて

います。

DECT同期ソース

モニタリング

48

モニタリング

マルチセルWebページのフィールド



説明目次フィールド

ベースステーションのステータスを示します。

•プライマリ：ベースステーションはプラ
イマリベースステーションであり、他の

すべてのベースステーションはこのベー

スステーションと同期する。

•ロックされている：ベースステーション
はプライマリベースステーションと同期

しています。

•検索中：ベースステーションが主ベース
ステーションと同期しようとしています。

•フリーランニング：ベースステーション
がプライマリベースステーションとの同

期を失った。

•不明：接続情報がありません。

•アシストロック：ベースステーションは
DECTを使用してプライマリベースステー
ションと同期できず、イーサネットを使

用して同期しています。

•同期消失：ベースステーションが同期を
失ったが、関連するハンドセットにアク

ティブなコールがあることを示します。

コールが完了すると、ベースは同期を試

みますが、

値

•プライマリ

•ロック済み

•検索

•フリーランニング

•不明（Unknown）

•アシストロック

•同期失注

DECTプロパティ

管理ページで指定されたベースステーション

名を示します。

ベースステーション名

DECTチェーンセクションには、ベースステーションの階層がグラフィック形式で表示されま
す。

LAN同期のWebページフィールド
これらは、ベースステーションのLAN Syncウェブページに表示されるフィールドです。
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表 43 : IEEE1588 LAN同期の設定

説明目次フィールド

有効: LAN同期の使用を示します。LAN同期
のネットワーク要件を次に示します。

• Sync Masterベースステーションと同期ス
レーブベースステーションは、最大 3台
のカスケードイーサネットスイッチをサ

ポートしています。

• IEEE1588イーサネット同期要件を満たす
スイッチのみを推奨し、サポートしてい

ます。

•すべてのベースステーションは、専用の
DECTVLANに接続する必要があります。

• DECTインフラストラクチャに接続する
すべてのスイッチの DECT VLANは、最
高の優先順位を持つように設定する必要

があります。

•バックボーンネットワークの負荷は、リ
ンクキャパシティの合計の50パーセント
を超えることはできません。

•イーサネットスイッチは、DSCPを QoS
パラメータとして使用する必要がありま

す。

•ネットワークは、IEEE1588からマルチ
キャストデータグラムをサポートしてい

る必要があります。

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

IEEE1588

スターコードWebページのフィールド
これらは、ベースステーションのスターコードウェブページに表示されるフィールドです。

表 44 :スターコードWebページのフィールド

説明Codeフィールド

このスターコードをダイヤルして電話をかけ

る。

デフォルト: 69コールの戻り

このスターコードをダイヤルして、相談せず

に電話を転送します。

デフォルト：88ブラインド転送
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説明Codeフィールド

すべての通話を転送するには、このスターコー

ドをダイヤルします。

デフォルト：72コール転送はすべて有

効

このスターコードをダイヤルして、電話をか

けることをやめる。

デフォルト：73すべて転送を無効にす

る

このスターコードをダイヤルして、コールウェ

イティングトーンを有効にします。

デフォルト：56コールウェイトのアク

ティブ化

このスターコードをダイヤルして、コールウェ

イティングトーンを無効にします。

デフォルト：57通話待機を無効にする

発信コードで発信者 IDを送信しないようにす
るには、このスターコードをダイヤルします。

デフォルト：67発信コールの発信者ID
をブロックする

このスターコードをダイヤルして、発信通話

で発信者 IDを送信します。
デフォルト：68発信通話の発信者番号

をブロックする

このスターコードをダイヤルすると、発信者

番号のない通話をブロックできます。

デフォルト：77匿名着信をブロックす

る

このスターコードをすべての電話機にダイヤ

ルして、発信者番号のない通話を受信します。

デフォルト：87匿名着信コールをブ

ロックする

このスターコードをダイヤルすると、電話で

呼び出し音が鳴らなくなります。

デフォルト：78応答不可を有効にする

このスターコードをダイヤルして、電話で呼

び出し音が鳴るようにします。

デフォルト：79応答不可を非アクティ

ブ化する

コールプログレストーンWebページのフィールド
これらは、ベースステーションのコールプログレストーンウェブページに表示されるフィール

ドです。

標準通話のコールプログレストーンは地域によって異なります。システムの国を設定すると、

このページには国のデフォルトの音色が表示されます。

表 45 :コールプログレストーンセクションのフィールド

説明フィールド

ユーザに電話番号を入力するように促します。[ダイヤルトーン（Dial Tone）]
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説明フィールド

ダイヤルトーンの代わり。内線番号とは対照的に、ユーザに

外部の電話番号を入力するように促します。これは、ダイヤ

ルプランで検出される ,（カンマ）文字によってトリガーさ
れます。

[外部ダイヤルトーン（Outside
Dial Tone）]

ユーザにコール転送電話番号を入力するように促します。[プロンプトトーン（Prompt
Tone）]

発信コールで 486 RSCが受信されると再生されます。[ビジートーン（Busy Tone）]

発信コールが失敗した場合、または相手先が確立されたコー

ル中に電話を切った後に再生されます。リオーダー音は、<ダ
イヤルトーン>またはその代わりとなるものがタイムアウト
すると自動的に再生されます。

[リオーダー音（Reorder
Tone）]

受話器が一定時間外されていると再生されます。[オフフック警告トーン（Off
Hook Warning Tone）]

相手先を呼び出しているときの発信コール中に再生されます。[リングバックトーン（Ring
Back Tone）]

コールの待機時に再生されます。[コールウェイティングトーン
（Call Waiting Tone）]

最後の入力値が受け入れられたことをユーザに通知する短い

トーン。

[トーンの確認（Confirm
Tone）]

相手先がコールを保留にしたことをローカル発信者に通知し

ます。

[保留音（Holding Tone）]

3者間の電話会議が進行中の場合に、すべての当事者向けに
再生されます。

[会議トーン（Conference
Tone）]

このフィールドは、ファームウェアリリース 4.8で新規に追
加されています。

ベースステーションがページを受信したときにすべてのハン

ドセットに再生されます。

[ページトーン（Page Tone）]

ダイヤルプランWebページのフィールド
これらは、ベースステーションのダイヤルプランウェブページに表示されるフィールドです。
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表 46 :ダイヤルプランのフィールド

説明フィールド

ダイヤルプランのインデックス番号を示します（ターミナル

Webページのフィールド（11ページ）ページで使用されて
います）。

Idx

ダイヤルプランの定義が含まれています。ダイヤルプラン（Dial Plan）

リピーターWebページのフィールド
これらは、ベースステーションのリピーターウェブページに表示されるフィールドです。

表 47 :リピーターWebページのフィールド

説明目次フィールド

リピーターのインデックスを識別します。このフィールドは読み

取り専用です。

Idx

リピーター番号を指定します。このフィールドは読み

取り専用です。

RPN

リピーターの設定された名前と IPEIを示しま
す。

このフィールドは読み

取り専用です。

名前/IPEI

リピーターが通信するベースステーションを

示します。

このフィールドは読み

取り専用です。

DECT同期ソース

ベースステーションとの同期のタイプを示し

ます。

このフィールドは読み

取り専用です。

DECT同期モード

リピーターの状態を示します。

•無効:リピーターがベースと通信するよう
に設定されていません。

•有効:リピーターがベースと通信するよう
に設定されています。

このフィールドは読み

取り専用です。

状態（State）

リピーターのファームウェアのバージョンを

示します。

このフィールドは読み

取り専用です。

FW情報
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説明目次フィールド

ファームウェアアップデート（FWU）状態を
示します。

•オフ - swバージョンフィールドが 0に設
定されていることを示します。ファーム

ウェアアップデートページ。

•初期化 -更新プロセスが開始されている
ことを示します。

• X％ - 更新の進捗状況を示します.Xは進捗
量（0〜100）です。

• X％の確認 -使用前にファームウェアの検
証が進行中であることを示します。

• Conn.term.wait -リピーターファームウェ
アのアップデートが完了し、リピータの

リセットが進行中であることを示します。

•完了 -ファームウェアのアップデートが
完了したことを示します。

•エラー -更新が成功しなかったことを示
します。考えられる原因は次のとおりで

す。

•ファイルが見つかりません

•ファイルが無効です。

このフィールドは読み

取り専用です。

FWU進捗状況

リピーターWebページのフィールドの追加または編集

これらは、ベースステーションのリピーターWebページに表示されるフィールドです。この
ページは、リピータの設定を追加または変更した場合に表示されます。

表 48 :リピーターWebページのフィールド

説明目次フィールド

リピーター名を指定します。場所に名前を設

定することができます。

文字列名前（Name）
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説明目次フィールド

リピーターの登録タイプを示します。

•手動:パラメータを手動で割り当てる必要
があります。

•自動:リピーターが基本信号を検出して、
自動的に設定されます。

選択：

•手動

•自動

DECT同期モード

リピーターの RPNを示します。

•エラー:リピーターは、最初に利用可能な
ベースステーションスロットを選択しま

す。

• RPNxx:リピーターは、設定されている
ベースステーションスロットを選択しま

す。

選択：

•エラー

• RPNxx

RPN

ベースステーションで使用可能なRPNを識別
します。

利用可能な RPNのリ
スト

DECT同期ソース

アラームWebページのフィールド
これらは、ベースステーションの警報ウェブページに表示されるフィールドです。

表 49 :アラームWebページのフィールド

説明目次フィールド

アラームのインデックス番号を示します。桁Idx

アラームの名前を識別します。文字列プロファイルエイリア

ス

緊急ボタンからのアラームの種類を識別しま

す。

値：

•アラームボタン

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

アラームタイプ

モニタリング

55

モニタリング

アラームWebページのフィールド



説明目次フィールド

ハンドセットがアラーム（緊急）ボタンをア

クティブにするときのアラーム信号の表示し

ます。

•メッセージ -テキストメッセージがアラー
ムサーバに送信されます。

•コール -発信コールが指定された緊急番
号に送信されます。

値：

•メッセージ

•通話

•ビーコンメッセー
ジ

アラーム信号

ハンドセットがアラームをキャンセルできる

かどうかを示します。

値：

•無効

•有効（デフォル
ト）

ハンドセットからのア

ラームを停止する

受話器がプリアラーム警告を表示するまでの

遅延を秒単位で示します。

• 0 -プリアラーム警告なし。すぐにアラー
ムが送信されます。

•その他 -プリアラーム警告が表示される
時間。秒数が経過すると、アラームが送

信されます。アラームが設定された場所

に送信されるまで数秒かかることがあり

ます。

0〜255桁トリガー遅延

ユーザがアラームを停止できるかどうかを示

します。

値：

•無効

•有効（デフォル
ト）

ハンドセットからプレ

アラームを停止する

プリアラームが表示される時刻とアラームが

通知される時刻との間の遅延を示します。

0〜255桁プリアラームディレイ

ハンドセットがハウリング信号を開始するか

どうかを示します。無効にすると、通話また

はメッセージ信号のみが送信されます。

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

ハウリング

モニタリング

56

モニタリング

アラームWebページのフィールド



[Streaming Statistics（ストリームの統計）] Webページのフィールド
ザ統計ウェブページには多数の統計ビューがあります：

•システム

•呼び出し

•リピータ（使用されていない）

各ページには、システムの使用方法を理解するのに役立つ情報があり、早期に問題を特定する

のに役立ちます。

システムWebページのフィールド

これらは、ベースステーションの統計ウェブページのシステムリンクに表示されるフィールド

です。

表 50 :統計：システムWebページのフィールド

説明フィールド

ベース IPアドレスと名前が含まれます。表の最後の行には、
表内のすべての行の合計が含まれています。システム内にベー

スステーションが 1つしかない場合は、要約（合計）行だけ
が表示されます。

ベースステーション名

直前の再起動後の時刻と、統計の最終リセットまたは最後の

ファームウェアのアップグレード以降の累積アップ時間を表

示します。

操作/期間

D-H：M：S

DECTプロトコルがアクティブであった時間を示します。DECT操作

D-H：M：S

ベースがビジーであった回数（アクティブなコールをさらに

処理できない回数）が含まれます。

ビジー

ベースがビジー状態だった累積時間を表示します。ビジー時間

D-H：M：S

SIP登録が失敗した回数を表示します。SIP失敗

ハンドセットが削除済みとしてマークされた回数を表示しま

す。

削除された端末

ベースが同期ソースを検索していた回数を表示します。

このフィールドは、210マルチセルベースステーションにの
み表示されます。

検索
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説明フィールド

ベースが同期ソースからのデータを同期していない回数を表

示します。

この状態が頻繁にトリガーされる場合は、ベースステーショ

ンの設定を変更する必要があります。詳細については、ベー

スステーションの状態を参照してください。

このフィールドは、210マルチセルベースステーションにの
み表示されます。

フリーランニング

ベースが同期ソースを変更した回数を表示します。

このフィールドは、210マルチセルベースステーションにの
み表示されます。

ソースが変更されました

ウェブページのフィールドを呼び出す

これらは、ベースステーションの統計ウェブページのコールリンクに表示されるフィールドで

す。

表 51 :ウェブページのフィールドを呼び出す

説明フィールド

ベース IPアドレスと名前が含まれます。表の最後の行には、
表内のすべての行の合計が含まれています。システム内にベー

スステーションが 1つしかない場合は、要約（合計）行だけ
が表示されます。

ベースステーション名

直前の再起動後の時刻と、統計の最終リセットまたは最後の

ファームウェアのアップグレード以降の累積アップ時間を表

示します。

操作/期間

D-H：M：S

基地局で処理されたコール数が表示されます。Count

ドロップされたアクティブコールの数を表示します。ドロッ

プされた各コールは、syslogエントリになります。

ドロップされた呼の例は、ユーザがアクティブな呼出をして

からベースステーションの圏外を歩くときである。

Dropped

ハードウェアの問題のために着信コールに応答しなかったコー

ルの数を表示します。各コールは、syslogエントリになりま
す。

非応答呼の例は、外部ユーザが基ベースステーションの範囲

内にないハンドセットを呼び出すことを試みる場合である。

応答なし
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説明フィールド

緊急コールの合計数を表示します。

このフィールドは、ファームウェアリリース 4.7で新規に追
加されています。

緊急コール

緊急コールによって削除されたコールの数を表示します。

このフィールドは、ファームウェアリリース 4.7で新規に追
加されています。

緊急コールが原因でコールが

削除される

拒否された緊急コールの数を表示します。

このフィールドは、ファームウェアリリース 4.7で新規に追
加されています。

緊急コールが拒否されました

コールがベースでアクティブだった合計時間を表示します。期間

D-H：M：S

現在ベースでアクティブなハンドセットの数を表示します。アクティブ

同時にアクティブになったコールの最大数を表示します。最大アクティブ

各コーデックがコールに使用された回数を表示します。コーデック

G711U:G711A:G729:G722:G726:OPUS

成功したハンドオーバーの回数を表示します。

このフィールドは、210マルチセルベースステーションにの
み表示されます。

ハンドオーバ試行の成功

失敗したハンドオーバーの回数を表示します。

このフィールドは、210マルチセルベースステーションにの
み表示されます。

ハンドオーバ試行が中止され

ました

オーディオ接続が確立されなかった回数を表示します。オーディオが検出されない

リピーターWebページのフィールド

これらは、ベースステーションの統計ウェブページのリピーターリンクに表示されるフィール

ドです。
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表 52 :リピーターWebページのフィールド

説明フィールド

リピーターのインデックスと名前が含まれています。表の最

後の行には、表内のすべての行の合計が含まれています。シ

ステム内にリピーターが 1つしかない場合は、要約（合計）
行だけが表示されます。

インデックス/名前

直前の再起動後の時刻と、統計の最終リセットまたは最後の

ファームウェアのアップグレード以降の時間を表示します。

操作

D-H：M：S

リピーターがビジー状態であった回数が表示されます。ビジー

リピーターがビジー状態であった時間が表示されます。ビジー時間

D-H：M：S

同時にアクティブになったコールの最大数を表示します。最大アクティブ

リピーターが同期ソースを検索していた回数を表示します。検索

リピーターが同期ソースに接続して、別のベースまたはリピー

ターに同期できなかった回数を表示します。

リカバリ

リピーターが同期ソースを変更した回数を表示します。ソースが変更されました

狭い帯域コールの数を表示します。広帯域

狭い帯域コールの数を表示します。狭い帯域

[Generic Statistics（ジェネリックの統計）] Webページのフィールド
これらは、ベースステーションの全般統計ウェブページに表示されるフィールドです。

各行には、過去 24時間のデータの値とグラフが示されます。

表 53 : [DECT統計（DECT Statistics）]のフィールド

説明フィールド

インスタンス化されたデータリンク制御 (DLC)インスタンス
の寿命。

DLCインスタンスの合計数

インスタンス化されたDLCインスタンスの最大同時実行数。最大同時 DLCインスタンス

インスタンス化された DLCインスタンスの現在の実行数。現在の DLCインスタンス数

現在最大数の DLCインスタンスに到達する実行数。使用中の最大DLCインスタン
ス内の合計回数
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説明フィールド

インスタンス生成されたDLCインスタンスのうち、最大同時
実行数にかかる時間。

使用中の最大DLCインスタン
スに費やされた合計時間
(H:M:S)

周波数番号 xの使用量の平均値。測定された時間フレームの
スロットによって周波数が完全に使用されている場合、値は

100です。

この時間あたりの平均使用頻

度 x使用量（スロットあたり
最大 100）

（xは 0〜9です）

偶数番号のスロットの平均使用量。この時間の平均偶数スロット

使用量（スロットあたり最大

100）

奇数番号のスロットの平均使用量。この時間の平均奇数スロット

使用量（スロットあたり最大

100）

現在の時間の DECTスロットの x番号の使用時の割合。

特定の時間の間に Xの DECTスロットが使用された割合 (他
のスロット数と比較した場合)。

この時間に使用された xス
ロットの割合時間

（xは 0〜12です）

これは、使用されているコーデックを示しています。いずれ

かのコーデックを使用して RTPストリームをインスタンス化
する回数。

このフィールドは、ファームウェアリリース 4.7では使用で
きません。

コーデックの合計使用量

（G.711A、G.711U、G.726、
G.729）

接続のの引き渡しが成功した回数。総 CHO成功

このベースフォースが PP移動を強制する合計実行数。強制 PP移動の合計数

DECT同期統計は、210マルチセルベースステーションでのみ表示されます。

表 54 : DECT同期統計フィールド

説明フィールド

現在のDECT同期の状態。たとえば、マスター、検索、フリー
ランニングなどです。

現在の同期状態

このベースの現在の DECT同期ソース Fp ID。現在の同期チェーン

このベースの DECT同期ソースが最後に変更された時刻のタ
イムスタンプ。

最後に変更された同期チェー

ンのタイムスタンプ
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説明フィールド

このベースの現在の時間の DECT同期ソースが変更された回
数。

同期チェーン変更の時間数

この基本変更された DECT同期ソースの時間の合計数。同期チェーン変更の総数

ベースステーションの同期状態がマスターのときの現在の時

間。

同期状態の合計時間：マス

ター (H:M:S)

ベースステーションの同期状態がロックされたときの現在の

時間。

同期状態の合計時間：ロック
(H:M:S)

ベースステーションの同期状態がエイリアンフリーランニン

グであった現在の時間。

同期状態の合計時間：フリー

ランニング

ベースステーションの同期ステータスがロックによって制限

された場合の、現在の時間。

同期状態の合計時間：ロック

アシスト

ベースステーションの同期状態が失われたときの現在の時間。同期状態の合計時間：同期ロ

スト (H:M:S)

ベースステーションがソースを検索しているときの現在の時

間。

同期状態の合計時間：検索中
(H:M:S)

ベースステーションの同期状態が不明ではなかったときの現

在の時間。

同期状態の合計時間：不明
(H:M:S)

システムがベースステーションの同期情報を最後に受信した

時刻。

このベースステーションに最

後に報告された同期情報

表 55 : RTP統計フィールド

説明フィールド

インスタンス化された RTPストリームの経過時間合計数。合計 RTP接続数（接続タイプ
情報（外部、リレー、記録な

ど）を含む）

インスタンス化された RTPストリームの最大同時実行数。最大同時 RTP接続数（接続タ
イプ情報（外部、リレー、記

録など）を含む）

インスタンス化された RTPストリームの中で、最大同時回数
を消費した時間。

使用中の最大 RTP接続に費や
された合計時間 (H:M:S)

インスタンス化された RTPストリームの現在の実行数。現在の RTP接続数（接続タイ
プ情報（外部、リレー、記録

など）を含む）
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表 56 : IP -スタック統計フィールド

説明フィールド

使用されているソケットの総使用回数。オープンな総接続数

使用されているソケットの最大同時実行数。オープンな最大同時接続数

使用されているソケットの現在の数。現在のオープンな接続数

送信された IPパケットの総有効時間。txメッセージの総数

受信した IPパケットの合計時間。rxメッセージの総数

IPパケット転送中に発生したエラーの総時間数。txエラーの合計数

表 57 :システム統計フィールド

説明フィールド

ベースが連続して実行されている時間。稼働時間 (H:M:S)

CPUの現在の読み込みの割合。この情報は 5秒ごとに自動的
に更新されます。

現在の CPU負荷

現在使用されているヒープのバイト数。現在のヒープ使用量

ヒープのピーク使用率。最大ヒープ使用量（％）

Syslogsの内部メールキューのサイズ。メールキュー ROS_SYSLOG

内部メールキューのサイズ。メールキュー ROS_x

(xは 0 ~ 5です)

診断Webページのフィールド
診断Webページには次のビューがあります。

•ベースステーション

• [内線（Extensions）]

•ロギング

各ページには、システムの使用方法を理解するのに役立つ情報があり、早期に問題を特定する

のに役立ちます。
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ベースステーション

これらは、ベースステーションの診断ウェブページのベースステーションリンクに表示される

フィールドです。

表 58 :ベースステーションWebページのフィールド

説明フィールド

管理設定からのベースステーションの IPアドレスと名前を示
します。表の最後の行には、表内のすべての行の合計が含ま

れています。システム内にベースステーションが 1つしかな
い場合は、要約（合計）行だけが表示されます。

ベースステーション名

ベースステーション内の内線へのアクティブな接続の数を示

します。

• Mm-Mobility Management

• Ciss-Call独立補助サービス

• CcOut -コールコントロールアウト

• CcIn -コール制御

アクティブ DECT Ext

（Mm / Ciss / CcOut / CcIn）

ベースステーションのリピーターへの接続数を示します。

• Mm-Mobility Management

• Ciss-Call独立補助サービス

• CcOut -コールコントロールアウト

• CcIn -コール制御

アクティブ DECT担当者

（Mm / Ciss / CcOut / CcIn）

使用中のアクティブな RTPストリームの数を示します。

• Lclローカル RTPストリーム

• RxBCブロードキャスト受信 RTPストリーム

アクティブな RTP

（Lcl / Rx BC）

アクティブなリレーストリームの数を示します。

• Lcl-ローカル RTP中継ストリーム

•リモート削除 RTPリレーストリーム

アクティブリレー RTP

（Lcl /リモート）

ベースステーション間の pingの待ち時間を示します。

• Avg.Min -平均最小最小遅延

•平均 -平均遅延

• Avg.Max -平均最大遅延

遅延（ms）

(Avg.Min/Average/Avg.Max)
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[内線（Extensions）]

これらのフィールドは、診断ウェブページに表示されるフィールドです。

表 59 :内線番号Webページのフィールド

説明フィールド

拡張インデックス番号を示します。Idx

ハンドセットが再起動した回数を示します。HS再起動の回数

最後にハンドセットを再起動した日時を示します。最後の HS再始動（dd / mm /
yyyy hh：mm：ss）

ロギング

これらのフィールドは、診断ウェブページのロギングフィールドに表示されるフィールドで

す。

表 60 : Webページのフィールドのログ

説明フィールド

内部トレースが無効か有効かを示します。RSX内部トレース

PCAPの内部トレース

このベース(オーディオを除く)
との間でパケットをトレース

する

このベースへのオーディオパ

ケットのトレース

受信ブロードキャストパケッ

トのトレース

受信 IPv4マルチキャストパ
ケットのトレース

6ペア宛先MACで受信パケットをト
レースする(各バイト間の比較)

3フィールド受信した Ethertypeのトレース

3フィールド受信 IPv4プロトコルのトレー
ス

3フィールド受信したTCP/UDPポートのト
レース
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説明フィールド

すべての基地局または現在の基地局ボタンをクリックします。トレースのダウンロード:

構成Webページのフィールド
ベースステーションの構成ウェブページは、ベースステーション構成ファイルの読み取り専用

バージョンを表示します。このファイルは、TFTPサーバ上の/Configフォルダに保存されてい
ます。各ベースステーションには、MACアドレスに基づいた固有の構成ファイルがあります。

次の方法でファイルを変更できます。

• [推奨する方法]ベースステーションのWebページの設定を変更し、バックアップ用にファ
イルをエクスポートします。

•ファイルをエクスポートし、変更して、ファイルをアップロードします。

手動で変更する場合は、すべての書式を保持する必要があります。そうしないと、電話機が正

しく設定されないことがあります。

（注）

Syslog Webページのフィールド
Syslogウェブページは現在のベースステーションのシステムレベルのメッセージのライブフィー
ドを表示します。Syslogレベルフィールド管理Webページはログに記録されたメッセージを
制御します。

ベースステーションがリブートすると、新しいsyslogが開始され、以前の情報は失われます。
問題が発生して再起動する予定がある場合は、再起動する前にsyslogファイルをコンピュータ
に保存してください。

（注）

もし Syslogレベルフィールドがデバッグログ用に設定されている場合は、追加情報が syslog
に書き込まれます。システムの輻輳を最小限に抑えるために、短い時間だけデバッグログを取

得する必要があります。

次のようなメッセージが頻繁に表示されます。

udp に送信：xxx.xxx.xxx.xxx：xxxx at mm / dd / yyyy hh：mm：ss（4 バイト）
xxx.xxx.xxx.xxx：xxxxは IPアドレスとポート、mm / dd / yyyyは日付、hh：mm：ssは時刻で
す。

これらはキープアライブメッセージであり、無視することができます。

（注）
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SIPログWebページのフィールド
SIPログWebページには、システムの SIPサーバメッセージのライブフィードが表示されます
（シングルまたはマルチセル）。情報は、TFTPサーバ上のファイルとしても保存されます。
ログは 17 KBの 2ブロックに保存され、1ブロックがいっぱいになるともう 1ブロックが使用
されます（以前の内容は上書きされます）。

ファイル名：<MAC_address><time_stamp>SIP.log

以前のファームウェアリリース用Webページ

ファームウェアリリース V450および V460の拡張機能Webページのフィールド

これらは、ベースステーションの内線Webページに表示されるフィールドです。

ページは、[管理者とユーザビュー]に表示されます。一部のフィールドはユーザビューでは使
用できません。

このセクションは、ファームウェアリリースV450およびV460に適しています。ファームウェ
アリリース 4.7は、内線番号Webページのフィールド（3ページ）を参照してください。

表 61 : [General]セクション

説明目次フィールド

ベースステーションのアクセスコード（AC）
を識別します。

4桁の数値コードAC

表 62 :内線番号セクション

説明目次フィールド

ハンドセットのインデックスを識別します。このフィールドは読み

取り専用です。

Idx

ハンドセットの固有の DECT識別番号である
International Portable Equipment Identity（IPEI）
を示します。

このフィールドは、ターミナルページのハン

ドセットについての詳細情報へのリンクです。

2回線割り当てられている場合、ハンドセッ
トはリストに 2回表示されます。

IPEI
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説明目次フィールド

受話器の現在の状態を示します。

•現在の@RPNxx-ハンドセットはベースス
テーションRPNxxに接続されています。
ここで、xxは基地局の番号です。

•デタッチ -ハンドセットが接続されてい
ない（電源が切れているなど）。

•在圏 -ハンドセットの電源は入っていま
すが、ベースステーションには接続でき

ません。

•削除された@ RPNxxx-ハンドセットが特
定の時間（通常は 1時間）ベースステー
ションに接続されていません。

このフィールドは読み

取り専用です。

端末状態

ハンドセットのモデル番号とファームウェア

のバージョンを識別します。

このフィールドは読み

取り専用です。

ターミナルタイプ、

FW情報
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説明目次フィールド

ファームウェアアップデート（FWU）状態を
示します。

•オフ - swバージョンフィールドが 0に設
定されていることを示します。ファーム

ウェアアップデートページ。

•初期化 -更新プロセスが開始されている
ことを示します。

• X％ - 更新の進捗状況を示します.Xは進
捗量（0〜100）です。

• X％の確認 -使用前にファームウェアの検
証が進行中であることを示します。

• Waiting for charger -新しいファームウェ
アをインストールするために、ファーム

ウェアのアップデートが完了し、ハンド

セットを充電器に入れる必要があること

を示します。

• Conn.term.wait -リピーターファームウェ
アのアップデートが完了し、リピータの

リセットが進行中であることを示します。

•完了 -ファームウェアのアップデートが
完了したことを示します。

•エラー -更新が成功しなかったことを示
します。考えられる原因は次のとおりで

す。

•ファイルが見つかりません。

•ファイルが無効です。

このフィールドは読み

取り専用です。

FWU進捗状況

設定された SIP拡張のインデックスを識別し
ます。

このフィールドは読み

取り専用です。

VoIP Idx

ハンドセットに割り当てられている内線番号

を識別します。

管理者ビューのみ:このフィールドは、拡張機
能ページのハンドセットの詳細情報へのリン

クです。

[内線番号
（Extension）]
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説明目次フィールド

ハンドセットに割り当てられた名前を識別し

ます。

このフィールドは読み

取り専用です。

表示名

サーバの IPアドレスまたは URLを識別しま
す。

このフィールドは読み

取り専用です。

サーバ

構成されている場合、サーバ別名を識別しま

す。

このフィールドは読み

取り専用です。

サーバエイリアス

SIP登録状態と、ハンドセットが登録されて
いるベースステーションを識別します。フィー

ルドが空の場合、ハンドセットは SIP登録さ
れていません。

このフィールドは読み

取り専用です。

状態（State）

ファームウェアリリース V450およびV460の端末Webページのフィールド

これらは、ベースステーションのターミナルウェブページに表示されたフィールドです。この

画面を表示するには内線ページにあるハンドセットのIPEI番号をクリアします。

ページは、[管理者とユーザビュー]に表示されます。一部のフィールドはユーザビューでは使
用できません。

このセクションは、ファームウェアリリースV450およびV460に適しています。ファームウェ
アリリース 4.7は、ターミナルWebページのフィールド（11ページ）を参照してください。

表 63 :ターミナルWebページのフィールド

説明目次フィールド

ハンドセットの国際携帯機器識別情報（IPEI）
を識別します。各ハンドセットには固有のIPEI
番号があり、その番号はハンドセットバッテ

リの下のラベルとハンドセットボックスのラ

ベルに表示されます。

このフィールドを変更すると、ハンドセット

の登録が解除されます。

10文字列IPEI

ハンドセットとペアになっている端末を識別

します。

値：

•ペアになっていな
い端末

•ハンドセット ID

ターミナルとペアリン

グ
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説明目次フィールド

ハンドセットを登録するために使用されたア

クセスコードを識別します。ハンドセット登

録後、このコードは使用されません。

セキュリティを強化するためにシス

テムを設定するときは、これをデ

フォルトから変更することをお勧め

します。

（注）

4桁のコードAC

アラームコールに使用する回線を指定します。値：

•アラーム行が選択
されていない

•電話番号
（Telephone
number）

アラームライン

ユーザがダイヤルする番号を指定します。緊

急 ボタンを 3秒以上押します。

電話番号アラーム番号

管理者ビューのみ

ダイヤルプランWebページのフィールド（
52ページ）で設定されているダイヤルプラン
のインデックスを識別します。

値：1〜10ダイヤルプラン ID

バッテリーと RSSIステータス

読み取り専用フィールド

ハンドセットの現在の充電レベルを表示しま

す。

割合（Percentage）電池残量

読み取り専用フィールド

接続されているベースステーションまたはリ

ピータの受信信号強度インジケータ (RSSI)を
表示します。

RSSI

読み取り専用フィールド

バッテリおよびRSSI情報がハンドセットから
キャプチャされてからの時間を分と秒で表示

します。

測定時刻 [分:秒]
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説明目次フィールド

読み取り専用フィールド

ハンドセットが通信する接続済みのベースス

テーションまたはリピーターを指定します。

場所

ビーコン設定

管理者ビューのみ

将来使用するために予約されています。

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

受信モード

管理者ビューのみ

将来使用するために予約されています。

値：

• [無効(Disabled)]
（デフォルト）

•有効

送信間隔

Alarm Profiles

管理者ビューのみ

アラームのリストを示します。

プロファイル 0〜7

管理者ビューのみ

特定のプロファイルに対して設定されている

アラームの種類を示します。アラームが設定

されていない場合、フィールドには設定され

ていませんと表示されます。

アラームの名前アラームタイプ

管理者ビューのみ

受話器でアクティブなアラームの種類を識別

します。

チェックボックス（デ

フォルトではチェック

されていない）

[アラームの種類]
チェックボックス

共有コールアピアランスの設定

管理者ビューのみ

拡張機能のインデックス

Idx 1〜8

管理者ビューのみ

共有コールアピアランスをサポートするハン

ドセット回線を識別します。機能をサポート

する回線がない場合は、フィールドに設定さ

れていませんと表示されます。

内線番号[内線番号
（Extension）]
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説明目次フィールド

ローカルディレクトリをコンマ区切り値

（CSV）形式でコンピュータから電話機にアッ
プロードするために使用されます。

詳細については、ローカル連絡先を参照して

ください。

ファイル名ローカル電話帳をイン

ポート

電話機からローカルディレクトリをCSV形式
でコンピュータにエクスポートするために使

用されます。

詳細については、ローカル連絡先を参照して

ください。

ローカル電話帳をエク

スポート

ハンドセットステータスの表示
問題のトラブルシューティングに役立つハンドセットの状態を見ることができます。情報に

は、ハンドセットにインストールされているファームウェアのバージョンと、接続されたベー

スステーションに関する情報が含まれます。

手順

ステップ 1 メニュー を押す。

ステップ 2 設定 >状態を選択します。

のサイト調査を実施する
自分のベースステーションが、ハンドセットが簡単に接続できるように配置されているかどう

かについて、サイト調査を行ってください。各ベースステーションにiは、屋内で約164フィー
ト（50メートル）、屋外で 984フィート（300メートル）の無線範囲があります。ただし、壁
やドアの構造（防火扉など）が原因で、他の機器との干渉が発生したり、カバレッジが低下し

たりする可能性があります。

サイト調査を実行します。

•初期セットアップ中:ベースステーションを一時的な場所に配置し、それらの電源をオン
にできます。LANに接続する必要はありません。調査を実行して、ハンドセットがベー
スと通信できるかどうかを確認します。
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•セットアップが完了したら、調査を実行して、システムが正常に動作していることを確認
して、接続に関する問題をトラブルシューティングします。

ハンドセットを使用して、カバーされるべき全領域でカバレッジがユーザーにとって良好であ

ることをチェックします。

ハンドセットでは、ハンドセット無線の信号強度を調整できます。ただし、信号強度の変化に

ついては、サービスプロバイダーまたは Cisco TACに相談することをお勧めします。
（注）

システムをセットアップしたとき、および領域に変更があったとき（壁の変更や新しい領域の

追加など）に、この作業を実行してください。

始める前に

少なくとも 1つのハンドセットが完全に充電されている必要があります。

手順

ステップ 1 ハンドセットで、画面がオンになるまでパワー/エンド を長押しします。

ステップ 2 メニュー を押す。

ステップ 3 *47*を入力して、範囲内でベースステーションとリピーターのリストを取得します。

ステップ 4 （任意） [設定 (Settings)]を押して、範囲の dBmしきい値を表示します。

•緑 ~黄色:黄色の指示に対するしきい値を識別します。たとえば、このフィールドに -
70dBmが含まれている場合、- 69dBmを読み取ると緑色で表示され、- 70dBmは黄色で表
示されます。デフォルトは -70dBmです。

•黄色 ~赤:赤の指示のしきい値を指定します。たとえば、このフィールドに - 80dBmが含
まれている場合、- 79dBmの読み取りは黄色を表示し、- 80dBmは赤色で表示されます。
デフォルトは - 80dBmです。

範囲を変更するには、次の手順に従います。

a) エンティティの 1つを強調表示して、選択を押下します。
b) そのリストの新しい値を強調表示し、選択を押下します。

ステップ 5 Ip検索リストでMACアドレスと IPアドレスのペアをハイライトし、IP検索を押下します。

画面には、選択したベースステーションまたはリピータに関する次の情報が表示されます。

•信号強度アイコン

•ボックスが緑色の場合 :ハンドセットは現在位置のベースステーションまたはリ
ピーターと非常に良好に DECT接続しています。
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•ボックスが緑色の場合 :ハンドセットは現在位置のベースステーションまたはリ
ピーターと非常に良好に DECT接続しています。

•赤い丸のアイコンの場合 :ハンドセットが現在の場所でベースステーションとDECT
接触がない、または非常に乏しいです。この状況では、ベースステーションを良好な

カバレッジが得られるように移動して、別のベースステーションを追加し、リピー

ターを追加します。

• Mac:ベースステーションのMacアドレス。

• IP:ベースステーションの IPアドレス。

ベースステーションの電源はオンになっているが LANに接続されていない場合、ハンド
セットは 0.0.0.0表示されます。

• RFPI:ベースステーションの Radio固定パートアイデンティティ (RFPI)。

• RSSI:ベースステーションからハンドセットへの信号の受信信号強度インジケータ。

ステップ 6 メイン画面に戻るまで電源/終了 を押します。

ステップ 7 別の場所に移動し、手順 2、３、5を繰り返してカバレッジを確認します。
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